
「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（1）大学間
連携によ
る学びの
充実

①京都なら
ではの
フィールドに
おける新た
な単位互換
科目の開設

京都ミュー
ジアムＰＢＬ
科目

京都ならではのフィールドにおける新
たなアクティブラーニングによる単位
互換科目として、令和２年度開設。文
化都市京都の利点を活かし、京都に
集まる多様な博物館（ミュージアム）を
フィールドに京都の持つ魅力的な文
化を学びながら、そこにある様々な課
題に取り組むことでチームワークを活
かし、課題解決に向けたリーダーシッ
プを発揮できる人材を育成。

「京都ミュージアムPBL科目」は、当初3大学・3
科目の開講を予定していたが、受入大学等の
都合により、2大学・2科目での実施となった。
全科目の受講者合計は、30名と前年度と比し
て減少した。

・「京都ミュージアムPBL科目」は1
大学・1科目を開講予定。
・受講者確保に向け、積極的に広
報活動を継続して行う。
・着実に事業を推進し、継続的、安
定的に運営すべく大学及び文化施
設、双方への積極的なサポートを
実施する。

大学コン
ソーシアム
京都

柱1
京都で学
ぶ魅力の
向上

（1）
大学間連
携による
学びの充
実

①京都なら
ではの
フィールドに
おける新た
な単位互換
科目の開設

京都世界遺
産ＰＢＬ科目

京都の世界遺産をフィールドにＰＢＬ
を展開する科目を実施。

「京都世界遺産PBL科目」は6大学・6世界遺
産・7科目を開講した。全科目の受講者合計は
121名で、前年度と比して増加した。

・「京都世界遺産PBL科目」は6大
学・6世界遺産・7科目を開講予定。
・受講者確保に向け、積極的に広
報活動を継続して行う。
・着実に事業を推進し、継続的、安
定的に運営すべく大学及び文化施
設、双方への積極的なサポートを
実施する。

大学コン
ソーシアム
京都

柱1
京都で学
ぶ魅力の
向上

（1）
大学間連
携による
学びの充
実

②単位互換
制度におけ
るグローバ
ル科目の開
設

グローバル
科目開設に
向けた検討

大学の国際化に即したグローバル科
目開設に向けた検討を実施。

学生が広くグローバル科目を受講する機会を
創出するため、英語を教授言語とする科目の
提供促進を企図して、同科目に補助金を支給
する仕組みを構築した(2023年度から開始）。

各大学に対して英語を教授言語と
する科目の提供を広く依頼すると
ともに、学生に対しては特色ある科
目の一つとして積極的に周知を行
う。

大学コン
ソーシアム
京都

柱1
京都で学
ぶ魅力の
向上

（1）
大学間連
携による
学びの充
実

③新たなe-
ラーニング
の仕組みの
研究

新たなeラー
ニングの仕
組みづくり
の検討

新たなeラーニング等、ＩＣＴの活用に
ついて検討を実施。

単位互換事業においては、オンライン授業が
もつ「受講機会拡大」「教育の質向上」の可能
性を重視し、同授業の単位互換提供を促進す
るため、新たな補助金の枠組み「プラザ・オン
ライン科目」を制定した。これにより、キャンパ
スプラザ京都実施とオンライン実施を併用する
科目、及びオンライン実施のみの科目にも対
象を拡大した。

各加盟校で実施されるオンライン
授業は総体として減少している
が、補助金支給額の増額などを広
く周知し、オンライン科目の提供促
進に向けて引き続き、加盟校へ働
きかけていく。

大学コン
ソーシアム
京都

柱1
京都で学
ぶ魅力の
向上

（1）
大学間連
携による
学びの充
実

④大学間連
携の取組を
活用した、
教員免許等
資格取得に
必要な科目
の履修支援

日曜講座開
設による京
都全体の教
職課程の充
実

京都教育大学と連携し、キャンパスプ
ラザ京都において、社会人を含めた
学生が受講しやすい時間帯（日曜）に
おける教員免許の資格取得に必要な
単位互換科目を開設。

これまで京都教育大学のオンキャンパス科目
として教職科目を開講してきたが、2021年度か
らその一部を日曜日に集中講義形式で行うプ
ラザ科目（「教職日曜講座」）として開講してき
た。2023年度よりこれまでの受講者数等を勘
案し、平日に5科目（10単位）をオンキャンパス
科目として開講した。

受講生のニーズ等を踏まえ、今後
の開講計画について引き続き検討
する。

大学コン
ソーシアム
京都

柱1
京都で学
ぶ魅力の
向上

（1）
大学間連
携による
学びの充
実

⑤京都市大
学のまち交
流センター
（愛称：キャ
ンパスプラ
ザ京都）の
利用促進

大学のまち
交流セン
ター管理運
営

大学における学術研究の成果、その
他の知的資産を活用することにより、
豊かな地域社会の形成に資するた
め、大学相互の間及び大学と産業
界、地域社会等との間の連携・交流を
促進する活動等に活用。

定期的な点検及び随時の適切な対応により、
快適な利用環境を維持し、利用者からの要望
等に迅速かつ細やかに対応した。

指定管理委託先との連携を図り、
かつ施設設備の更新と改修を適切
に行うことで、快適な利用環境を維
持し、施設の稼働率向上に繋げ
る。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

柱1
京都で学
ぶ魅力の
向上

（2）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

①障害のあ
る学生が学
びやすい環
境づくり

ノートテイ
カー養成講
座・パソコン
（PC）テイ
カー養成講
座

テイカー（支援者）とその利用者の体
験談やノートテイク・PCテイクの基本
理解の講義、実践を通して、大学教
職員・学生に情報保障に関するス
タートアップの機会を提供。

8月に対面にて開催した（参加者数20名）。
前年度はオンラインで実施したが、5年度はい
くつかの支援機器を実際に体験する機会を設
けるため対面とした。「どういった環境下で使
用すると効果的か」といった質問があるなど、
今年度のテーマについての関心の高さが伺え
た。

テイカー養成といった支援者養成
講座のみならず、加盟校の多様か
つ変化するニーズに対応するため
に、テーマ別研修の一環として、試
行的に位置づけることを検討す
る。

大学コン
ソーシアム
京都

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（2）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

①障害のあ
る学生が学
びやすい環
境づくり

関西障害学
生支援担当
者懇談会
（ＫＳＳＫ）

関西にある大学の障害学生支援に携
わる実務担当者の情報交換とネット
ワーク構築を目的に開催。

令和5年9月13日に第31回KSSKを開催した（参
加者数55名）。障がいのある学生の災害時対
策、緊急的な事象への対応策について、実際
の取組事例等から学ぶ機会とした。
また、令和6年2月29日に第32回KSSKを開催し
た（参加者数65名）。令和6年4月から合理的配
慮の提供が民間事業者等にも法的義務となる
中、高等教育段階における障がいのある学生
支援について話題提供いただき、社会的動向
と今後の展望を知る機会とした。

今年度も引き続き、日程や開催内
容、開催形態等については、加盟
校や関西圏の大学で構成する
「KSSK 幹事会」で決定（財団の障
がい学生支援事業企画検討委員
会で追認）することで進めていく。

大学コン
ソーシアム
京都

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（2）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

①障害のあ
る学生が学
びやすい環
境づくり

みやこユニ
バーサルデ
ザインアド
バイザーの
派遣

ユニバーサルデザインの考え方を採
り入れ、実践しようとする各種団体、
学校、企業等に対し、必要な助言や
支援を行うことにより、様々な分野や
地域における主体的なユニバーサル
デザインの取組を促進。

派遣回数2回
・七条第三小学校
・西京高等学校附属中学校

引き続き、各種団体、学校、企業
等から申請があった際に、適任と
なる講師を派遣し、ユニバーサル
デザインの取組を促進する。

京都市

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（2）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

①障害のあ
る学生が学
びやすい環
境づくり

移動支援事
業

単独で外出が困難な障害のある方へ
の移動を支援（大学等への通学の支
援を含む）。

移動支援事業　実利用者数　4,146人（大学等
への通学の支援を行っている者を含む）（令和
5年4月～3月請求受付分）

引き続き、外出時における移動中
の支援等を行うことにより、障害の
ある方の自立と社会参加を促進す
る。

京都市

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（2）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

②高校教員
を対象とし
た障害のあ
る学生の受
入れに関す
る懇談会の
開催

大学におけ
る障害学生
支援に関す
る高校教員
との懇談会

障害学生支援に関して高等学校や特
別支援学校と大学がつながりをもつ
機会が少ないという現状に鑑み、高
等学校等の教員と加盟校において障
がい学生支援に携わる教職員の情報
交換、交流を目的とした懇談会を開
催。

令和5年8月4日にキャンパスプラザ京都にて
対面で開催した。（参加者数：大学関係者9名、
高校関係者13名）。昨年度と同様に、高校教
員が参加しやすい時期を検討し、夏休み期間
に開催した。2部構成での話題提供後、グルー
プ別懇談会を開催した。

高校教員の参加対象は、京都府
内の高校を優先するが、京都府外
の高校からの申し込みについて
も、京都府外の高校の事例も参考
にしたいという意見を踏まえ、参加
者の状況を勘案のうえ、定員を満
たしていない場合には許可する。
また、グループ別懇談会は、分科
会のように、ある程度テーマを決
め、開催する。

大学コン
ソーシアム
京都
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（2）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

③大学と連
携した学生
の安心・安
全の確保

大学におけ
る消費生活
講座の開講

大学生が契約トラブルなどの消費者
問題についての現状認識を高め、そ
の解決のために必要な法的知識を学
ぶとともに、自らのライフスタイルにつ
いて考えを深めることを目的として、
消費者問題に関する講座を寄付講座
として開設。

・同志社大学：春学期毎週月曜日５講時（4月
10日～7月24日（全１５講）（登録者数110
名））、秋学期毎週月曜日５講時（9月25日～令
和6年1月29日（全15講））（登録者数107名）に
開講。
・龍谷大学：後期毎週火曜日４講時（9月19日
～令和6年1月9日（全15講））（登録者数22名）
に開講。
・佛教大学：全5講開講（受講者数：１回生212
名　２回生47名　３回生75名）に開講。
・京都教育大学：全1講、11月24日3講時　（4回
生　18名）に開講。

引き続き同志社大学・龍谷大学・
佛教大学・京都教育大学において
消費生活講座を開講するほか、消
費者団体等と一層連携し、大学に
おける消費生活講座を他の大学に
おいて開設できるよう取り組んでい
く。

京都市

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（2）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

③大学と連
携した学生
の安心・安
全の確保

世界一安心
安全・おもて
なしのまち
京都　市民
ぐるみ推進
運動

市民、京都市、京都府警察等との連
携により展開している「世界一安心安
全・おもてなしのまち京都　市民ぐる
み推進運動」について、地域の特性、
課題等に応じた行政区単位の犯罪防
止等の取組をすべての行政区で展開
するなど安心・安全なまちづくりのた
めの取組を推進。

・犯罪等の被害者にも、加害者にもならないた
めの「防犯ハンドブック～若いあなたたちに
知ってほしい５つのこと～」（デジタルブック）を
発行するとともに、併せて同志社大学と協働し
作成したハンドブックの内容を発信する動画を
各種媒体において配信
・同動画を作成した学生とともに、防犯及び客
引き行為対策に関する啓発活動を実施。

大学と連携し、防犯にかかる啓発
物品の作成やブース出展、動画制
作等を実施予定。

京都市

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（2）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

④学生が安
心・安全に
学ぶための
相談体制等
の充実

学生向けア
プリKYO-
DENT（「大
学のまち京
都・学生の
まち京都」ア
プリ）の活用

京都でしか味わえない学生生活を実
現するための各種取組を、学生に直
接かつ確実に届ける「大学のまち京
都・学生のまち京都」アプリを活用し、
「京都学生広報部」や「輝く学生応援
プロジェクト」、「京都学生祭典」等の
取組に学生を引き込み、学生の主体
的活動を促進し、京都のまちの活性
化を推進。

・年間ダウンロード数：10,931
  　(昨年度比△925）
　※R6年3月末時点
・ダウンロード数の増加に向けて、京都市内の
コンビニにチラシを配架したほか、Instagram広
告を実施。
・ニュース配信にて、学生に刺さる文化芸術イ
ベントの情報を発信。
・チラシなどの広報物のデザインを京都市立芸
大の学生に依頼し、リニューアルを実施。

より多くの学生にアプリを利用して
もらうため、ダウンロード比率の低
い大学を中心に、認知度向上を図
る。また、アプリのレイアウトをより
見やすくなるよう工夫するととも
に、キャンパスパートナーズ施設
の紹介など配信コンテンツの充実
を図っていく。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（2）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

④学生が安
心・安全に
学ぶための
相談体制等
の充実

新入生ガイ
ダンス及び
大学内等に
おける街頭
啓発活動

大学生に対し、京都市内における居
酒屋等の客引き行為や悪質スカウト
による犯罪被害等の現状を説明し、
「客引きのアルバイトをしない」、「客
引きを利用しない」、「スカウトについ
ていかない」、「ブラックバイト相談窓
口」等の啓発を実施。

・将来を担うZ世代の方が犯罪等の被害者に
も、加害者にもならないために注意いただきた
いことをまとめた「防犯ハンドブック～若いあな
たたちに知ってほしい５つのこと～」（デジタル
ブック）を発行するとともに、併せて同志社大学
と協働し作成したハンドブックの内容を発信す
る動画を各種媒体において配信
・同動画を作成した学生とともに、防犯及び客
引き行為対策に関する啓発活動を実施。

・「防犯ハンドブック～若いあなた
たちに知ってほしい５つのこと～」
（デジタルブック）に関して、希望大
学に対して、入学ガイダンス等で
講演を実施。
・大学と連携し、客引き行為等の防
止に係る啓発動画の作成や、地元
団体との合同啓発パトロールの実
施。

京都市

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（2）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

④学生が安
心・安全に
学ぶための
相談体制等
の充実

犯罪被害者
支援に係る
大学連携講
義等の実施

犯罪被害者に関する大学講義を（公
財）大学コンソーシアム京都の単位互
換科目とするなど、啓発や人材育成
を実施。

・龍谷大学「刑事政策」（後期）の中で、犯罪被
害者に関する講義を実施。
・委託先の京都犯罪被害者支援センターにお
いて、大学へ講師派遣を実施。

令和５年度同様に、（公財）大学コ
ンソーシアム京都の単位互換科目
となる講義等を実施予定。

京都市

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（3）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

④学生が安
心・安全に
学ぶための
相談体制等
の充実

学生向け消
費者被害に
関する情報
交換メーリ
ングリストを
活用した情
報発信等

消費者問題に関する注意喚起を促す
情報誌「京（みやこ）・くらしの安心安
全情報」を大学生向けアプリ「KYO-
DENT」へ掲載している。　また、消費
者被害の未然防止について賛同いた
だいている京都府内の大学（9大学）
の学生課及び京都市・京都府の消費
生活センター、京都弁護士会におい
て、学生向け消費者被害に関する情
報交換メーリングリストを作成し、適
時、消費者被害情報等を発信しする
など、消費者被害の未然防止に努め
ている。

・「京（みやこ）・くらしの安心安全情報」の
「KYO-DENT」掲載（年６回）
・本市に寄せられた消費生活相談に関する情
報提供を行い、京都府及び京都弁護士会と連
携し、大学学生課からの契約トラブルに関する
問合せ等に対応。

引き続き京都府及び京都弁護士
会と連携し、メーリングリストによる
情報発信を行っていくほか、大学
学生課と一層情報共有を図ること
により、消費者被害の未然防止・
拡大防止に努めていく。

京都市

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（2）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

④学生が安
心・安全に
学ぶための
相談体制等
の充実

京都中小企
業担い手確
保・定着支
援事業①

ワークショップ形式で労働法制を学ぶ
など、学生や企業への周知啓発等を
目的としたセミナーを開催。
また、ブラックバイトの根絶に向けて、
「京都市わかもの就職支援センター」
に相談窓口を設置し、アルバイトに関
するあらゆるトラブルについて対応。

・「働くルールを知るセミナー」の開催（回数：1
回、参加者：45名）
・「ブラックバイト相談窓口」での対応（相談件
数：3件）

引き続き、学生や企業への労働法
制の周知啓発等に取り組む。

京都市

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（2）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

④学生が安
心・安全に
学ぶための
相談体制等
の充実

自転車の
ルール・マ
ナー向上に
関する取組

大学生の自転車事故を防止するため
に、大学生に対して自転車のルール・
マナーの向上を図るための啓発等を
実施。

・自転車ルール・マナー冊子「Enjoy　自転車
life in Kyoto」の配布等。WEB対応を希望する
大学へは、同冊子のデータを提供
・KYO-DENTを活用した自転車ルール・マナー
に関する情報発信
・大学コンソーシアム加盟校（大学）に大学公
式SNS等で、大学生に向けて自転車ルール・
マナーに関する情報を発信いただくよう依頼
・ガクシンFindが発行する大学生向けフリー
ペーパー「ガクシン」に自転車ルール・マナー
に関する記事を掲載

令和5年度と同様に実施予定 京都市

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（2）「安心
して安全
に学べる
京都」の充
実

⑤災害時に
おける学生
の安全の確
保

災害時にお
ける学生の
安全の確保

　大規模災害時の学生等を含む市民
の安全を確保するため、京都市地域
防災計画に基づき、地域における防
災訓練の実施や、各大学・京都市大
学のまち交流センター（キャンパスプ
ラザ京都）における大規模災害に備
えた安全対策や非常用物資の備蓄等
を推進。

各区等において、避難所運営訓練等の防災訓
練を実施。

引き続き、各区等における防災訓
練を行う。

京都市
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（3）大学経
営・運営の
支援

①FD（ファカ
ルティ・ディ
ベロップメン
ト）・SD（ス
タッフ・ディ
ベロップメン
ト）事業の充
実

大学教職員
の能力開発
と交流の充
実

FD事業では、大学の取組等の情報発
信や参加者間交流を目的とするFD
フォーラム、階層別分野別研修プログ
ラムとしてのテーマ別研修、FDに関す
るテーマを設定し工夫や悩みを共有
する京都FD交流会を実施。

コロナが収束したことにより、最適な形態（対
面・オンライン・ハイブリッド）で実施。
◆FD事業
・第29回FDフォーラム（ハイブリット開催
2/23・2/24   参加者数468名）
・テーマ別研修プログラム（オンライン開催　5
回5テーマ/オンデマンド開催　1回1テーマ）
・京都FD交流会（対面開催　全3回3テーマ）

・引き続きFD及びSD事業を行う。
実施にあたっては、国の文教政策
や高等教育機関を取り巻く環境と
変化などの状況を踏まえつつ、参
加者アンケートで寄せられた意見
やニーズを分析しながら、より充実
した企画を展開する。
・これまで実施してきた「FDフォー
ラム」を、今まで以上にSDの要素
を取り入れたフォーラムとする。

大学コン
ソーシアム
京都

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（3）大学経
営・運営の
支援

①FD（ファカ
ルティ・ディ
ベロップメン
ト）・SD（ス
タッフ・ディ
ベロップメン
ト）事業の充
実

大学教職員
の能力開発
と交流の充
実

SD事業では、国の文教政策や高等
教育機関を取り巻く環境の変化を踏
まえたテーマで実施するSDフォーラ
ム、次代の大学運営を担う世代が対
象のSDゼミナール、若手から中堅職
員対象の能力・スキル向上型研修と
してSD共同研修プログラムを実施。こ
れらの取組を通じて、大学教職員の
能力開発と交流の場を提供。

コロナが収束したことにより、最適な形態（対
面・オンライン・ハイブリッド）で実施。
◆SD事業
・第21回SDフォーラム（オンライン開催（基調講
演、2分科会を開催）　10/28）（参加者数92名）
・SDゼミナール（対面開催　参加者数8名）
・SD共同研修プログラム（オンライン開催（全7
回7テーマ　うち、1回1テーマはオンライン））

引き続きFD及びSD事業を行う。実
施にあたっては、国の文教政策や
高等教育機関を取り巻く環境と変
化などの状況を踏まえつつ、参加
者アンケートで寄せられた意見や
ニーズを分析しながら、より充実し
た企画を展開する。
　・これまで実施してきた「FDフォー
ラム」を、今まで以上にSDの要素
を取り入れたフォーラムとする。

大学コン
ソーシアム
京都

柱1
京都で学
ぶ魅力の
向上

（3）大学経
営・運営の
支援

②中小規模
大学をはじ
めとする大
学の特色
化・機能強
化の支援

大学の特色
化・機能強
化の支援

中小規模大学をはじめとする多様な
大学の個性をいかした特色化・機能
強化を支援するため、各大学の現状
やニーズ把握等を通じて、共同化が
可能な取組・事業に関する研究や大
学運営に関するノウハウを共有する
仕組みづくりを推進。

令和4年度に実施した全加盟校へのアンケート
やヒアリングの内容を踏まえ、多様な大学の個
性を活かした特色化・機能強化の支援に資す
る、大学コンソーシアム京都の中期計画（2024
～2028）を策定。

引き続き加盟校のニーズ把握に努
め、加盟校共通の課題解決に向け
て、時宜にかなった取組を迅速に
行う。

大学コン
ソーシアム
京都

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（3）大学経
営・運営の
支援

③大学コン
ソーシアム
京都におけ
る情報収
集・発信機
能の強化

高等教育の
動向調査

国や自治体、高等教育機関などにお
ける高等教育の動向を調査し、大学
へ情報提供。

私立大学等改革総合支援事業について、国か
らの情報を集約し、大学へ共有した。

国や自治体、高等教育機関などに
おける高等教育の動向を調査す
る。

大学コン
ソーシアム
京都

柱1
京都で学
ぶ魅力の
向上

（3）大学経
営・運営の
支援

④大学コン
ソーシアム
京都加盟校
への高等教
育に関する
情報提供の
充実

高等教育の
動向調査、
財団事業の
影響分析

国や自治体、高等教育機関などにお
ける高等教育の動向を調査し、大学
へ情報提供。また、高等教育環境が
著しく変化する中、指定調査課題等を
活用し、財団事業の調査・研究を進
め、国の動向等と併せて調査分析し、
施策に反映。

従来の指定調査課題の課題を踏まえて、新た
に再設計した「共同研究調査事業」をR7年度
から開始すべく、委員会等を開催し、準備を進
めた。

「共同研究調査事業」をR7年度か
ら開始すべく、引き続き準備を進め
る。

大学コン
ソーシアム
京都

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（3）大学経
営・運営の
支援

⑤大学への
寄付の増進

大学への寄
付の増進

平成20年度税制改正に基づき、国立
大学法人、公立大学法人、学校法人
等に対する寄付金を京都市の個人市
民税の寄付金控除の対象となる寄付
金として指定（※）する仕組みを導入
することにより、京都の大学に対する
寄付の増進を図り、民間からの大学
支援を促進。
※　寄付金を受領する団体からの申
請に基づき、所得税の寄付金控除の
対象となる寄付金のうち、市民の福祉
の増進に寄与する寄付金であると認
められるものを指定。

現在、3の国立大学法人、2の公立大学法人、
24の学校法人に対する寄付金を京都市の個
人市民税の寄付金控除の対象となる寄付金と
して指定している。制度の周知に関しては、
ホームページで行っている。

引き続き、制度の周知をホーム
ページ内で行っていく。

京都市

1京都で学
ぶ魅力の
向上

（3）大学経
営・運営の
支援

⑤大学への
寄付の増進

ふるさと納
税寄付金に
おける学生
応援メ
ニューの開
設

京都市のふるさと納税に、京都の大
学・学生の活動を応援する寄付メ
ニューを開設し、「大学のまち京都・学
生のまち京都」のPRや、関連施策を
充実させるに当たっての財源確保を
促進。

・令和5年度ふるさと納税寄付メニュー「京都の
大学・学生の活動を応援」
・取組に賛同いただいた29大学や京都学生祭
典と連携し、寄付の促進に向けたPR等を行っ
た。
（令和６年３月末時点寄付申出実績：12,614件
599,518千円）
・また、令和4年度までに取組を開始した24大
学に対し、令和4年度に収入した寄付金を活用
し、各大学が実施する地域連携事業やリカレ
ント教育事業に補助を行った。

引き続き、同メニューへの寄付の
促進を図り、京都の学生を応援し
ようというファンを広く全国から獲
得するとともに、各大学において実
施する地域の連携強化等に関す
る事業の後押しを行い、「大学のま
ち京都・学生のまち京都」の魅力
向上につなげていく。
【大学・学生と地域の連携強化等
に関する協定大学数】
R4：24大学→R5：29大学

京都市

柱1
京都で学
ぶ魅力の
向上

（4）大学施
設整備の
支援・誘導

①大学施設
整備の支
援・誘導

大学施設整
備支援事業

大学からの施設整備等についての相
談を受け、大学が行う施設整備に技
術的な助言等を行うとともに、施設整
備に必要な各種手続き等が円滑に進
むよう関係各課と調整を行うなど、施
設整備の支援・誘導を実施。
また、都市計画マスタープランや持続
可能な都市構築プランにおいて、大
学の機能充実を明確に位置付け、施
設整備の更なる支援を実施。

各大学の相談に応じて大学が行う施設整備に
技術的な助言等を行うとともに、施設整備に必
要な各種手続き等が円滑に進むよう関係各課
と調整を行うなど、施設整備の支援・誘導を
行った。

引き続き、各大学からの施設整備
に伴う各種許認可等の相談に対
し、手続き等が円滑に進むよう、適
切な支援・誘導を行う。

京都市

2大学・学
生の国際
化の促進

（1）留学生
の誘致促
進

①戦略的な
留学生誘致
の展開
（留学生誘
致戦略の改
善）
（効果的な
PR の実施、
体制の充
実）

全国から京
都へ！　留
学生の戦略
的誘致事業

更なる留学生誘致をより戦略的に進
めていくため、関係機関と連携し、首
都圏の日本語学校で学ぶ留学生を主
な対象に、京都の大学等への進学を
促進することを目的とした、京都の大
学等説明会、留学生を対象とした京
都の学び体験ツアーや日本語学校の
教職員向け京都の学び体験ツアー等
誘致活動を実施。

【留学生向け】
・全国の留学生に向け、オンラインによる京都
進学説明会を実施。
・首都圏等日本語学校留学生対象オンライン
合同説明会（大学・専修学校説明：20校、日本
語学校側参加者：9校）を実施。
・学び体験ツアーについては、経費面及び事
業実施体制の観点から実施を見送った。

・留学生を対象とした交流会（ハイ
ブリッド：京都）
・冬季での受験を目指している留
学生の支援に繋がるよう、京都留
学進学説明会の開催を検討してい
る。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

2大学・学
生の国際
化の促進

（1）留学生
の誘致促
進

①戦略的な
留学生誘致
の展開
（留学生誘
致戦略の改
善）
（効果的な
PR の実施、
体制の充
実）

全国から京
都へ！　留
学生の戦略
的誘致事業

更なる留学生誘致をより戦略的に進
めていくため、関係機関と連携し、首
都圏の日本語学校で学ぶ留学生を主
な対象に、京都の大学等への進学を
促進することを目的とした、京都の大
学等説明会、留学生を対象とした京
都の学び体験ツアーや日本語学校の
教職員向け京都の学び体験ツアー等
誘致活動を実施。

【教職員向け】
・教職員交流会を開催。
・首都圏等日本語学校教職員対象に、オンラ
インによる合同説明会（大学・専修学校説明：
17校、日本語学校側参加者：17校）を実施。
・日本語学校と京都の大学・専門学校教員対
象オンライン交流会（大学・専修学校参加校：
12校　日本語学校側参加校：7校）を実施。
・首都圏の日本語学校教職員対象（対面：東
京）留学説明会（大学・専修学校参加校：9校、
日本語学校側参加校：14校）を実施。

・教職員を対象とした京都留学説
明会（オンライン）、教職員を対象
とした京都留学説明会（対面：東
京）

2大学・学
生の国際
化の促進

（1）留学生
の誘致促
進

①戦略的な
留学生誘致
の展開
（留学生誘
致戦略の改
善）
（効果的な
PR の実施、
体制の充
実）

海外におけ
る京都留学
フェア等の
開催

京都の学校（大学・日本語学校・専修
学校）と連携し、海外で京都に特化し
た留学フェアや現地の教育機関等を
回る京都留学説明会の開催、日本学
生支援機構「日本留学フェア（JASSO
フェア）への参加による現地情勢や日
本（京都）留学意向の把握、継続した
京都の知名度アップなどを通じた、幅
広い京都留学意欲の喚起を実施。

留学フェアはオンラインでの開催が激減し、対
面での開催に移行している。
【対面】
今年度は、東南アジアを中心に出展し、継続し
た留学先としての京都の知名度アップを図っ
た。（渡航先：韓国、インドネシア、マレーシア、
ベトナム、タイ）
【オンライン】
中国人を対象とした留学フェアに出展したほ
か、全世界を対象とした日本学生支援機構
（JASSO）主催の留学フェアにも出展した。

・韓国（8月）JASSO主催日本留学
フェア渡航
・台湾（9月）ﾗｲｾﾝｽｱｶﾃﾞﾐｰ主催
日本留学フェアin台湾渡航
・ベトナム（10月）JASSO主催　日
本留学フェア渡航
・インドネシア（11月）JASSO主催
日本留学フェア渡航
・タイ（1月以降予定）詳細検討中
渡航
・JASSO（12月）日本留学フェア
オンライン

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

2大学・学
生の国際
化の促進

（1）留学生
の誘致促
進

①戦略的な
留学生誘致
の展開
（留学生誘
致戦略の改
善）
（効果的な
PR の実施、

総合ポータ
ルサイトの
運営

大学・日本語学校などの学校情報、
住宅・就職を含む生活情報など、京都
留学に関する総合ポータルサイトを設
置・運営。

・「STUDY KYOTO」アクセス件数（年度計）
160,464件
・特集記事の掲載数（累計）　129本
・ニュースレター配信回数（累計）　35回/登録
者数　4,321人
※2024年3月末時点

一部に有料広告記事を導入し、安
定的な運用を目指していく。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

2大学・学
生の国際
化の促進

（1）留学生
の誘致促
進

①戦略的な
留学生誘致
の展開
（留学生誘
致戦略の改
善）
（効果的な
PR の実施、
体制の充
実）

留学生ＰＲ
チーム

京都で学ぶ現役留学生で構成するＰ
Ｒチームを創設し、出身国等における
日本留学関連の情報収集、京都の留
学情報について現地向けに発信。

京都で学ぶ現役留学生によるＰＲチームを編
成し、７か国（中国、タイ、韓国、台湾、ベトナ
ム、インドネシア、スウェーデン）、9名体制で、
各国における日本留学関連の情報収集、京都
の留学情報の現地向け発信をソーシャルメ
ディア等により行った。

引き続き留学生7か国（中国、タ
イ、韓国、台湾、ベトナム、インドネ
シア、スウェーデン）、9名体制を維
持しつつ、留学フェアや各種交流
行事などを交えることで、京都の留
学生や留学生予備軍に対して、よ
り魅力的な情報発信に努める。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

2大学・学
生の国際
化の促進

（1）留学生
の誘致促
進

①戦略的な
留学生誘致
の展開（留
学生誘致戦
略の改善）
（効果的な
PR の実施、
体制の充
実）

市の友好交
流都市（姉
妹都市、
パートナー
シティ）や関
係機関など
との連携に
よる情報発
信

京都で学ぶ留学生を誘致するため、
本市友好交流都市（姉妹都市、パート
ナーシティー等）や（一財）自治体交
流協会などと連携し、「大学のまち・学
生のまち」としての魅力を発信。

引き続き、本市との姉妹都市やパートナーシ
ティの関係にある中国・韓国をはじめ、インドネ
シア、マレーシアなど、地理的にも日本に近く、
京都で学んでいる留学生が多い地域を中心
に、オール京都による「留学生スタディ京都
ネットワーク」による、海外留学フェア等への参
加や海外現地に赴いた説明会を実施する。

引き続き、本市との姉妹都市や
パートナーシティの関係にある中
国・韓国をはじめ、インドネシアな
ど、地理的にも日本に近く、京都で
学んでいる留学生が多い地域を中
心に、オール京都による「留学生ス
タディ京都ネットワーク」による、海
外留学フェア等への参加や海外現
地に赴いた説明会を実施する。

京都市

柱2
大学・学
生の国際
化の促進

（1）
留学生の
誘致促進

①
戦略的な留
学生誘致の
展開
（留学生誘
致戦略の改
善）

京都留学ガ
イドの活用

平成28年度に作成した「京都留学ガ
イド」について、留学フェアや学校訪
問等の際に配布するほか、ウェブサイ
トにもPDF版を掲載。

・WEB（ポータルサイト）上で最新の学校情報
データを提供し、京都留学環境のPRツールと
して活用した。
・また、留学フェアや関係機関訪問の際にもガ
イドブックを活用し、Study Kyoto並びに京都留
学の認知度向上に活用した。

引き続き、WEB（ポータルサイト）上
で最新の学校情報データを提供
し、京都留学環境のPRツールとし
て活用する。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

2大学・学
生の国際
化の促進

（1）留学生
の誘致促
進

①戦略的な
留学生誘致
の展開（留
学生誘致戦
略の改善）
（効果的な
PR の実施、
体制の充
実）

海外教育旅
行向け支援
メニューの
提供

海外から京都に教育旅行で訪れる教
員・学生向けに、レクチャー・キャンパ
スツアー・学生交流機会の提供、文化
体験プログラムの紹介などを行い、併
せて京都留学に係るレクチャーを行う
ことにより、訪問者に対して留学先と
しての京都の魅力を紹介。

コロナ禍以降、海外の学校等から本件事業に
関する実施の要望がないため、実施実績な
し。

実施機関・団体等からの要望を精
査したうえで企画・立案していく。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

2大学・学
生の国際
化の促進

（1）留学生
の誘致促
進

①戦略的な
留学生誘致
の展開
（留学生誘
致戦略の改
善）
（効果的な
PR の実施、
体制の充
実）

日本語学校
における進
学説明会の
実施

京都の日本語学校で学ぶ留学生の
地域内での進学を促進するため、日
本語学校において大学や専門学校に
よる学校説明や個別相談などを行う
進学説明会を実施。また、大学、専門
学校と日本語学校の連携を深めるた
め、そうした機会を利用して、大学、
専門学校と日本語学校の担当者が情
報を交換する機会を設定。

京都留学説明会に注力しており、個別の日本
語学校における進学説明会については実施し
ていない。

現時点で具体的な実施予定はな
い。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

柱2
大学・学
生の国際
化の促進

（1）
留学生の
誘致促進

②留学生ス
タディ京都
ネットワーク
の機能の強
化

留学生スタ
ディ京都
ネットワーク

大学、日本語学校、専修学校、経済
界、京都府とともに、海外から京都の
大学等への留学をオール京都で促進
するための組織を運営。

京都における留学生の誘致をオール京都で取
り組み、「大学のまち・学生のまち」としての京
都の魅力向上を図るため、(1)「留学先・学びの
まち」としての認知度の向上(情報発信)、(2)各
大学・日本語学校の誘致活動等の支援、(3)留
学生受入環境の整備を取組の柱として活動。
2023年度末時点で93団体が加盟

総会や各種委員会等での協議結
果を踏まえ、引き続き留学生誘致・
支援に係る各種事業を展開してい
く。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

4



「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

2大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

①留学生の
受入れに係
る大学の負
担軽減への
支援

京都で学ぶ
留学生の受
入環境支
援・体験交
流促進事業

入学直後の留学生に行政手続きや生
活ルールに係る情報提供等を行う
「ウェルカム・パッケージ」、京都市の
文化施設の見学・体験等の機会を提
供する「留学生優待プログラム」を実
施。加えて、令和4年度からは新たに
京都で学ぶ多様な学生が、京都なら
ではの文化芸術や伝統産業に触れる
「参加体験型プログラム」を本格実
施。

春入学・秋入学の時期に合わせ、留学生を対
象にしたウェルカム・パッケージ（各種行政手
続き等の説明会）を対面方式で実施。

引き続き、春入学・秋入学の時期
に合わせて電子データも活用しな
がら、留学生を対象にしたウェルカ
ム・パッケージ（各種行政手続き等
の説明会）を対面方式で実施予
定。

京都市

2大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

②留学生や
外国人研究
者及びその
家族の支援
体制の強化

外国人留学
生の自転車
ルール・マ
ナーの向上
に関する取
組

日本の交通ルールに不慣れな外国人
留学生に対し、事故を未然に防ぐた
め、日本の自転車ルール・マナーの
向上を図るための啓発等を実施。

自転車ルール・マナー冊子「Enjoy　自転車 life
in Kyoto」(英語版、中国語版)を日本語学校及
び希望する大学に配布
WEB対応を希望する大学へは、同冊子のデー
タを提供

・令和5年度と同様に実施予定
・大学コンソーシアム加盟校（大
学）に大学公式SNS等で、留学生
に向けて自転車ルール・マナーに
関する情報を発信いただくよう依
頼
・京都国際交流協会、損害保険団
体と連携し、留学生向けセミナーに
おいて自転車用ヘルメットを贈呈
（4月21日実施済み）

京都市

2大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

②留学生や
外国人研究
者及びその
家族の支援
体制の強化

職員向け教
職員スキル
アップ研修

大学コンソーシアム京都加盟大学の
職員を対象に、英語力並びに多文化
理解向上のための研修を実施。

・英語研修（4回）と多文化理解研修（1回：イス
ラム教を中心とした東南アジア）を実施した。
（全5回、延べ35名参加）
・一部を対面による開催に切り替え、曜日や1
日当たりの時間を複数パターン設定するなど
工夫しながら実施し、受講者の満足度が高い
研修となった。

・7月から11月にかけて、計6回（英
語研修4回+文化研修2回）実施予
定。
・受講者の負担軽減の観点から、
実施時期を分散化（従来は7月～9
月に短期集中型で実施）している。

大学コン
ソーシアム
京都

2大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

②留学生や
外国人研究
者及びその
家族の支援
体制の強化

京都市生活
ガイドの
ホームペー
ジでの公開

初めて京都で生活する外国籍市民等
が安心して暮らせるように、生活上の
留意点を説明した「京都市生活ガイ
ド」（日本語、英語、中国語、韓国・朝
鮮語、スペイン語）を（公財）京都市国
際交流協会のホームページ上で公
開。
※事業開始当時は紙媒体で配布して
いたが、平成28年度から紙媒体を廃
止し、ホームページ上での公開に一
本化。

引き続き、「京都市生活ガイド」をホームページ
上で公開した。

「京都市生活ガイド」の更新を行
い、引続きホームページ上で公開
する。

京都市

2大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

②留学生や
外国人研究
者及びその
家族の支援
体制の強化

ウクライナ・
キーウ京都
市民ぐるみ
受入支援
ネットワーク
における受
入支援

京都市の姉妹都市であるキーウ市を
はじめウクライナから避難された方々
を、温かく受け入れ、支援を行う。

ウクライナ・キーウ京都市民ぐるみ受入支援
ネットワークにおいて、住居支援をはじめとす
る、避難者ニーズに応じた様々な生活支援を
実施した。

引き続き、ウクライナ避難者への
受入支援を行うとともに、今後国等
からの生活支援の終了に伴い、自
立に向けた支援を行う。

京都市

柱2
大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

②留学生や
外国人研究
者及びその
家族の支援
体制の強化

京都市外国
籍市民総合
相談窓口運
営

京都で暮らす外国籍市民等の相談事
などに対して、適切な窓口への案内
等を行うための相談業務を、京都市
国際交流会館において実施。

行政通訳をはじめとする、各種相談業務を実
施した。

新たにベトナム語を追加した行政
通訳相談事業の周知啓発に努め
るとともに、引き続き、総合相談窓
口において、相談業務を実施す
る。

京都市

2大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

③留学生の
住まいの提
供支援

留学生のた
めの住宅情
報サイトの
運営

留学生が多言語（日・英・簡・繁・ハン
グル）で賃貸住宅を検索できるサイト
を民間企業の協力を得ながら運営。

・留学生の住宅探しに役立つよう、多言語(4言
語)の賃貸住宅情報サイト「Kyoto Housing
Search for International Students」を運用。

・引き続き住宅検索サイトの運営を
継続するとともに、留学フェアや説
明会の場などで積極的にアピール
していく。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

2大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

④留学生と
地域・日本
人学生の交
流促進

留学生と地
域をつなぐ
交流会

2017年度に実施した”留学生満足度
調査”において課題となった”留学生
と地域との交流促進”について、留学
生と地域における様々なイベントを主
催する地域団体等とつなげる交流会
を実施し、留学生と地域のマッチング
機会を創出。

令和5年3月に文化庁が京都に移転したことを
踏まえ、地域で活動されている伝統産業の経
営者や地域で文化活動を行う団体と留学生と
の交流を図った。
10月：京瓦の老舗を訪ねる（京都市伏見区）
留学生18名参加
12月：キラッと輝く宇治っ子たちを訪ねる（宇治
市）　留学生15名参加
2月：竹の里・乙訓で京銘竹を学ぼう（長岡京
市）留学生15名参加

・地域交流事業として年間3回程度
の企画を実施予定（7月：西陣織、
秋以降2回）
・「学生のプレミアム体験・交流事
業」等により、京都で学ぶ日本人
学生も交え、京都ならではの体験
としての事業も実施していく。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

柱2
大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

⑤留学生を
対象とした
日本語教育
の支援

日本語運用
力向上講座

大学での日本語学習支援が十分でな
い、あるいは、交流を通じて日本語力
を高めたい留学生を対象に、実戦で
の日本語運用力の向上を目指す講座
を開設。

日本語運用力向上講座として「キャリア形成の
ための日本語学習（3回ｼﾘｰｽﾞ：10-11月）」を対
面で実施。
　延べ参加者数　32名

9月から11月にかけて3回の講座と
して開講予定

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

2大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

⑥外国語に
よる学習環
境の整備・
支援

グローバル
科目開設に
向けた検討

外国語で履修できる各大学の科目に
ついて、単位互換制度による提供に
向けた検討を実施。

再掲：1-(1)-②事業名「グローバル科目開設に
向けた検討」

再掲：1-(1)-②事業名「グローバル
科目開設に向けた検討」

大学コン
ソーシアム
京都

柱2
大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

⑦災害時に
おける留学
生等の安全
の確保

国際交流会
館における
防災訓練

大規模災害の発生を想定し、外国籍
市民等の防災意識を高め、災害時の
通訳体制などの強化を図る訓練を実
施。

令和5年6月24日に防災訓練を実施。当日は、
初期消火訓練、起震車体験や災害時の備え
に関する講演・ワークショップなどを実施した。

引き続き、同会館において防災訓
練を実施する。

京都市

柱2
大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

⑦災害時に
おける留学
生等の安全
の確保

災害時多言
語電話通訳
事業

災害発生時、避難所等が設置された
際に、本市の職員や避難所の運営主
体等が日本語を話せない外国籍市民
等に対応できるよう、専用の電話回線
により通訳が可能な体制を整える。

災害発生時に避難所等において電話による通
訳サービスを利用できる体制を維持した。

引き続き、同体制を継続する。 京都市
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

2大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

⑦災害時に
おける留学
生等の安全
の確保

防災ポータ
ルサイト

大規模災害時の留学生の安全確保
を図るため、京都市総合防災訓練へ
の留学生を含む外国籍市民の参加を
促進するとともに、防災ポータルサイ
トでの防災関連情報の発信等を実
施。

防災ポータルサイトから自動翻訳機能等を用
いた、留学生等への防災関連情報の発信等を
実施した。

引き続き、防災ポータルサイトの運
営を適正に行う。

京都市

柱2
大学・学
生の国際
化の促進

（2）留学生
の受入環
境整備

⑦災害時に
おける留学
生等の安全
の確保

京都市防災
危機管理情
報館

京都市防災危機管理情報館におい
て、多言語（英語、中国語、韓国語）
で災害等を情報を発信。

京都市防災危機管理情報館において、多言語
（英語、中国語、韓国語）で災害等を情報を発
信。

京都市防災危機管理情報館にお
いて、多言語（英語、中国語、韓国
語）で災害等を情報を発信予定。

京都市

2大学・学
生の国際
化の促進

（3）留学生
の進路・社
会進出の
支援

①留学生の
就職支援・
マッチング
事業の強化

留学生就職
サポート事
業

京都の大学に在籍する留学生と京都
企業を対象とした、求人・求職の情報
提供・あっせんを行うウェブサイトを開
設し、就職・採用の機会を創出（マッ
チング）するとともに、セミナーや交流
会を開催し、地元企業への就職の機
運を醸成。

令和４年度より、事業名「地域企業と連携した
次代の京都の担い手育成事業」に統合

- 京都市

柱2
大学・学
生の国際
化の促進

（3）
留学生の
進路・社会
進出の支
援

②留学生の
採用に積極
的な地域企
業の支援

留学生就職
サポート事
業

京都の大学に在籍する留学生と京都
企業を対象とした、求人・求職の情報
提供・あっせんを行うウェブサイトを開
設し、就職・採用の機会を創出（マッ
チング）するとともに、セミナーや交流
会を開催し、地元企業への就職の機
運を醸成。

再掲：2-(3）-①事業名「留学生就職サポート事
業」

再掲：2-(3）-①事業名「留学生就
職サポート事業」

京都市

2大学・学
生の国際
化の促進

（3）留学生
の進路・社
会進出の
支援

②留学生の
採用に積極
的な地域企
業の支援

留学生向け
インターン
シップ事業

京都地域在住留学生の、京都地域の
企業（特に中小企業）に対し事業内容
の理解を促し、留学生と企業の相互
理解による、採用促進及び就職後の
定着を促進。

・ガイダンス、企業交流会、事前研修、就業体
験、事後研修、成果報告会と一貫したプログラ
ムとすることで、留学生にとって効果的なイン
ターンシップ（有給型7社11名、無給型7社14名
合計11社25名）を実施
・企業見学やオープンカンパニーを実施するこ
とで、留学生と京都企業におけるマッチングの
機会を創出。

引き続き、インターンシッププログ
ラムを実施。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

2大学・学
生の国際
化の促進

（3）留学生
の進路・社
会進出の
支援

②留学生の
採用に積極
的な地域企
業の支援

留学生就職
支援・交流
コミュニティ
KyoTomorro
w Academy
事業

文部科学省「住環境・就職支援等留
学生の受入れ環境充実事業」の採択
を受け、企業見学、ビジネス日本語研
修、就職セミナー、交流会等を通じ
て、留学生が学生同士や企業、地域
等と交流を図りながら、地元企業への
就職意識を高め、京都での定着を促
進。

・日本語学習支援として、日本語スタディグ
ループ「日本語で話そう！」を適宜開催。
・その他、日本語運用力向上講座「キャリア形
成のための日本語学習（3回ｼﾘｰｽﾞ：10-11
月）」、地域交流事業、企業見学やオープンカ
ンパニーなどにおいてもKTAメンバーから参
画、留学生に興味を持ってもらえるよう記事発
信を積極的に実施した。

・「日本語で話そう」　概ね月1回開
催予定
・その他取材体験（就職イベント、
文化体験）などを随時開催

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

柱2
大学・学
生の国際
化の促進

（3）
留学生の
進路・社会
進出の支
援

③留学生と
企業がつな
がる機会の
充実

外国人留学
生のための
就職ガイダ
ンス＆ジョブ
フェア

日本での就職を目指す留学生に対
し、就職活動に関する情報の提供や
採用担当者と直接面談ができる説明
会を実施。

オール京都による「留学生スタディ京都ネット
ワーク」を通じ、留学生に対し、本市等が実施
する各種の就職支援説明会等に関する情報
提供を実施。

オール京都による「留学生スタディ
京都ネットワーク」を通じ、留学生
に対し、本市等が実施する各種の
就職支援説明会等に関する情報
提供を実施予定。

大学コン
ソーシアム
京都

2大学・学
生の国際
化の促進

（4）日本人
学生の海
外留学促
進に資す
る学びの
充実

①日本人学
生の海外留
学促進に資
する学びの
充実

英語で京都
をプレゼン
テーション

大学コンソーシアム京都加盟大学の
学生のうち、海外留学を検討中又は
留学を予定している学生や英語で日
本や京都の魅力を発信することに興
味がある学生を対象に、英語で京都
や日本の魅力を発表できるよう研修
事業を実施し、英語によるプレゼン
テーション能力の向上、日本文化や
京都の奥深い魅力を知り、理解する
機会を提供。

・海外留学を目指す学生や、英語で日本・京都
の魅力を発信することに興味がある学生を対
象に、日本文化や京都の奥深い魅力を英語で
知り理解する機会を提供し、京都や日本の魅
力について英語でプレゼンテーションできる能
力の向上を図る研修事業を実施した。
・令和5年度受講者実績：6名

・下記日程で事業を実施した。
　5月25日、6月1日、8日、15日、22
日、7月6日
・今年度の受講申込28名、うち修
了者15名

大学コン
ソーシアム
京都

2大学・学
生の国際
化の促進

（4）日本人
学生の海
外留学促
進に資す
る学びの
充実

①日本人学
生の海外留
学促進に資
する学びの
充実

「京（みや
こ）グローバ
ル大学」促
進事業

留学生誘致をはじめ、交換留学にも
つながる市内大学と海外大学との連
携など、大学及び学生の国際化に向
けた取組を点ではなく面として支援を
広げていくことを目的に、留学生増に
つながる取組を行う大学を支援。

留学拡大に向けたインドの大学との協定締結
や国内日本語学校への誘致活動など、国際化
に係る取組を進める令和2年度に認定した7大
学（池坊短期大学、大谷大学、京都市立芸術
大学、京都女子大学、京都精華大学、京都
ノートルダム女子大学、佛教大学）を支援。

令和5年度末にて事業終了 京都市

2大学・学
生の国際
化の促進

（4）日本人
学生の海
外留学促
進に資す
る学びの
充実

①日本人学
生の海外留
学促進に資
する学びの
充実

「京都PR学
生大使」制
度

京都ファンや京都への留学生数の増
加を目的として、「京都ＰＲ学生大使」
を任命し、日本人学生の海外留学へ
の関心を高めるとともに、留学先での
コミュニケーションの不安を軽減する
ことによる海外留学促進と、学生が留
学先などで京都の魅力を英語で的確
に発信。

・大学コンソーシアム京都主催の「英語で京都
をプレゼンテーション講座」を修了した学生のう
ち、希望者を「京都PR学生大使」に任命
・任命者数　6名

引き続き、京都ＰＲ学生大使を通
じ、SNSなどを活用し、国内外に向
けて京都の魅力を発信予定。

京都市

柱2
大学・学
生の国際
化の促進

(5)海外の
大学との
交流促進

①海外の大
学との交流
促進

語学留学プ
ログラム

留学プログラムが少ない大学で学ぶ
学生においても、様々なレベルでの留
学機会を確保できるよう、大学コン
ソーシアム京都とビクトリア大学連携
組織との協定に基づくオーストラリア
メルボルンでの留学派遣プログラムを
実施。（単位互換制度を活用）
また、留学機会の更なる創出のため、
安近短（安全、近場、短期）な語学留
学プログラムを開発。

・単位互換制度の枠組みの下、龍谷大学が科
目提供元となり、ヴィクトリア州への短期留学
プログラム（1か月）を長らく実施してきたが、令
和4年度末で同プログラムが廃止となった。
・一方、大学コンソーシアム京都における独自
の海外研修プログラムの開発に着手し、コン
ソーシアム加盟校の協力も得て、マレーシア科
学大学との間で学生の海外研修・交流プログ
ラムの実施に向けた協議に着手している。

・令和5年度に実施した事前調査
の成果を生かし、令和6年3月にマ
レーシア・ジョージタウン（マレーシ
ア科学大学等）に、約10日間の日
程での海外派遣研修実施を行う。
・実施内容に関する事業者協議
（～7月）
・学生募集（～10月）
・事前学習（10～1月）
・プログラム実施（3月上旬：10日
間）

京都市
大学コン
ソーシアム
京都
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

2大学・学
生の国際
化の促進

(5)海外の
大学との
交流促進

①海外の大
学との交流
促進

国際化の事
例共有

教職員の国際化支援の一環として、
大学における様々な国際化の取組に
係る事例共有セミナーを実施。

・大学コンソーシアム京都加盟大学における国
際事業の推進に向け、令和5年11月8日に国
際連携事業に関する事例共有セミナーを開
催。
・龍谷大学グローバル教育推進センターから
の話題提供により、マレーシア・テーラーズ大
学におけるグローバル人財育成の取組と成果
について事例共有があった（出席大学：8大
学、参加者14名）

各大学等に話題提供を呼び掛け
たうえで、トピックを選定し、2024年
度後半の開催に向け調整を行って
いく。

大学コン
ソーシアム
京都

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（1）学生の
主体的活
動の促進

①京都学生
祭典等、学
生が主体と
なって運営
している活
動の充実に
向けた支援

京都学生祭
典

京都四大祭りを目指す京都学生祭典
において、学生の成長と京都のまち
の活性化の双方につながるものとな
るよう支援。また、低年次生から地域
等と関わる機会の拡充による学生の
更なる成長を後押し。

令和5年10月8日に平安神宮前・岡崎プロム
ナードにて対面で実施。一部企画については
ライブ配信を行った。
【実績値（本祭当日）】
参加者数：68,695人
内訳：来場者数 66,110名、
YouTube視聴回数：2,585回

今年度も引き続き、本祭をメインに
プレイベントや地域活動を通じて、
京都地域の活性化と学生の成長
に資する活動を、密にコミュニ―
ケーションを図りながら、支援して
いく。

大学コン
ソーシアム
京都

京都国際学
生映画祭

上映機会の少ない学生が制作した自
主映画を世界各地より集め、上映す
る機会を学生が創り出すことを通し
て、未来の映画人を担う人材・才能の
発掘を目指すとともに、学生実行委員
の成長を促進。

令和6年2月10日～12日に、第26回京都国際
学生映画祭を京都文化博物館フィルムシア
ターにおいて開催（来場者数：296人）。2月17
日～23日にはオンラインでも配信した（視聴回
数：59回）。

引き続き、未来の映画人を担う人
材・才能の発掘を目指すとともに、
学生実行委員の活動を支援する。

大学コン
ソーシアム
京都

京都学生広
報部

ウェブサイト「コトカレ」やＳＮＳ等を活
用し、全国の中高生を対象に、京都
の学生生活の魅力を発信。また、企
業等とタイアップした企画や中高生と
直接交流するイベントを開催。

・ウェブサイト「コトカレ」の他、SNS（Twitter、
Instagram）を積極的に活用し、中高生に京都
の学生生活の魅力を発信した。
・よしもと祇園花月との連携企画「京都学生広
報部presents祇園花月大学〜OB・OGが帰っ
てきた!?ホームカミングデー2024～」を実施。
・コトカレの年間実績（R5年度）
　・ページビュー数：558,359（前年度比△
129,189)
　・掲載記事本数：84本（前年度比＋29本）

引き続き、学生目線による大学生
活の魅力発信を充実させるととも
に、企業等と協働した取組を展開
する。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

京都から発
信する政策
研究交流大
会

都市政策を学ぶ学生・院生が中心と
なり、日頃の研究や学習の成果発表
を通じて交流を深めるとともに、地域
社会に対して政策提案、情報発信の
場となることを目的に政策研究交流
大会を開催。

・第19回大会を対面で開催（日時：令和5年12
月17日。参加者数：467名）
・上位賞受賞者による行政に対する報告会を
開催（参加自治体：京都府、京都市）

引き続き、意義ある発表の場とな
るよう改善を図るとともに、研究成
果が社会に還元される仕組づくり
にも取り組む。

大学コン
ソーシアム
京都

柱3
大学の枠
を超えた
学生の活
動の推進

（1）
学生の主
体的活動
の促進

②学生
Place+（ぷら
す）の更なる
活用促進

学生Place
＋（輝く学生
応援プロ
ジェクト）

キャンパスプラザ京都１階の学生
Place+を拠点に、学生が大学の枠を
超えて行う、京都のまちの活性化につ
ながる活動に対して、活動場所の提
供や専門コーディネーターによる助
言・指導等を通じた支援を実施

・キャンパスプラザ京都1階の学生Place＋を拠
点に、学生が大学の枠を超えて行う、京都の
まちの活性化につながる活動に対し、総合的
な支援を実施している。
（学生Place＋来場者数（令和５年度： １日平
均４９名）
・コロナ禍で活動が制限される中、京都のまち
で主体的に活動している学生団体を後押しす
る機会として「輝く学生応援アワード」を実施
し、8団体を表彰した。

引き続き、市民活動団体、地域団
体等との連携を強め、輝く学生プ
ロジェクトを通じ、京都のまちの活
性化につながる活動や社会貢献
活動を行う学生を、総合的にサ
ポートし、学生の主体的な活動を
促進していく。
また、学生プラスのリニューアルを
実施し、利便性を向上させる。

京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（1）学生の
主体的活
動の促進

③むすぶ
ネットの活
性化

むすぶネッ
ト（輝く学生
応援プロ
ジェクト）

発表の場を求めている音楽や踊りな
どの学生団体・サークルと、地域の夏
祭りなどに学生の参加を求める自治
会等のマッチングや、地域の課題解
決に大学や学生の協力を求めている
地域と大学で得たことを実践する場を
求めている学生を繋げることにより、
さらなるまちの活性化、京都のまちづ
くりを推進。

令和5年度より、事業名「学生Place＋（輝く学
生応援プロジェクト）」に統合

- 京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（1）学生の
主体的活
動の促進

④ふるさと
納税寄付金
における学
生応援メ
ニューの開
設

ふるさと納
税寄付金に
おける学生
応援メ
ニューの開
設

京都市のふるさと納税に、京都の大
学・学生の活動を応援する寄付メ
ニューを開設し、「大学のまち京都・学
生のまち京都」のPRや、関連施策を
充実させるに当たっての財源確保を
促進。

再掲：1-(3)-⑤事業名「ふるさと納税寄付金に
おける学生応援メニューの開設」

再掲：1-(3)-⑤事業名「ふるさと納
税寄付金における学生応援メ
ニューの開設」

京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（2）学生が
地域のま
ちづくりと
関わる機
会の充実

①学生と地
域の連携強
化

大学地域連
携創造・支
援事業（通
称：学まちコ
ラボ事業）

魅力ある地域づくりや地域の課題解
決に向けて、大学・学生と地域が一体
となって取り組む事業を広く募集し、
助成金を交付するとともに、区役所等
と協力し、学生と地域のつながりをよ
り一層促進。

11事業を採択し、支援するとともに、地域連携
WEBサイト等で取組事例の発信を行った。

大学の個別訪問など、広報の充実
により、応募件数の増加に努め
る。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（2）学生が
地域のま
ちづくりと
関わる機
会の充実

①学生と地
域の連携強
化

持続可能な
まちづくり支
援事業

柔軟で活力に満ちた若い力を地域の
課題解決や地域活性化にいかすとと
もに、地域社会との関わりの中で得ら
れる学びの機会を創出すること等を
目的として、「区民提案事業」に学生
等への支援枠を設けるほか、その他
事業では学生をはじめとした若者と連
携した取組を展開。

区民提案事業等により、学生と地域が連携し
た取組に対して支援を行った。

区民提案事業等において、引き続
き、学生と地域の連携強化の取組
を推進する。

京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（2）学生が
地域のま
ちづくりと
関わる機
会の充実

①学生と地
域の連携強
化

京都から発
信する政策
研究交流大
会

都市政策を学ぶ学生・院生が中心と
なり、日頃の研究や学習の成果発表
を通じて交流を深めるとともに、地域
社会に対して政策提案、情報発信の
場となることを目的に政策研究交流
大会を開催。

再掲：3-(1）-①事業名「京都から発信する政
策研究交流大会」

再掲：3-(1）-①事業名「京都から
発信する政策研究交流大会」

大学コン
ソーシアム
京都
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

柱3
大学の枠
を超えた
学生の活
動の推進

（2）学生が
地域のま
ちづくりと
関わる機
会の充実

①学生と地
域の連携強
化

京（みやこ）
の水キャン
ペーン

人口減少と節水型社会の進展によ
り、低減傾向にある水需要の喚起に
向け、市内大学と連携し、水道水を
PR（飲用、お風呂の利用促進）する。

お風呂入浴促進の取組として、市内大学と連
携し、京都競馬場でオリジナルせっけんを作る
ワークショップを行った。

啓発活動等において大学との協働
を模索

京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（2）学生が
地域のま
ちづくりと
関わる機
会の充実

②地域活動
への学生の
参画促進

消防団入団
促進事業

若者の消防団への入団促進を図るこ
とで、消防団の活性化、充実強化を
図るため、以下の取組を実施。
1　消防団員の入団資格の拡充
2　消防団防災ハイスクールの実施
3　学生認証制度の創設・周知・利用
促進
4　消防団充実強化実行チームによる
入団促進

１　入団資格を居住地のほか、通学地に拡充
した結果、通学地要件による学生消防団員は
16名になった。
２　消防団防災ハイスクールを実施した。（指
導団員（延べ96名）が20校に対し、延べ31回実
施し、4,912人が参加。）
３　学生認証制度の周知や利用を促進した。
（学生認証制度の利用学生団員は20名で、制
度開始の平成27年度から計203名を認証。）
４　消防団充実強化実行チームによる入団促
進（学生団員意見交換会を開催し、交流を図
り、SNSを活用し、消防団の魅力をPR。）

引き続き、取組を強化し、若者の
消防団への入団促進を図る。

京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（2）学生が
地域のま
ちづくりと
関わる機
会の充実

②地域活動
への学生の
参画促進

自治会等へ
の加入促進

学生に対し、自治会・町内会への加
入促進、地域活動への参加等を呼び
掛けるメール等を配信。

令和５年４月に大学コンソーシアム京都加盟
校等へのメール周知や学生向けアプリ（KYO-
DENT）での通知を実施

令和６年４月に大学コンソーシアム
京都加盟校等へのメール周知や
学生向けアプリ（KYO-DENT）での
通知を実施

京都市

柱3
大学の枠
を超えた
学生の活
動の推進

（2）学生が
地域のま
ちづくりと
関わる機
会の充実

②地域活動
への学生の
参画促進

学生防犯ボ
ランティアへ
の支援

・「互いに助け合う、犯罪や事故が少
ないまち」を目指し、大学生への支援
と連携を進めるため、学生防犯ボラン
ティア「ロックモンキーズ」への支援な
どを実施。
・自主防犯活動への参加を希望する
大学生を対象に、京都府警察が設け
た学生ボランティア登録制度

学生防犯ボランティア「ロックモンキーズ」によ
る、防犯パトロールなどの学生防犯活動に対
して、補助金を交付しており、これを活用した
防犯教室等各種の活動を実施した。

学生が主体となった防犯活動への
支援を引き続き行う。

京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（2）学生が
地域のま
ちづくりと
関わる機
会の充実

③大学・地
域連携ウェ
ブサイトの
開設

大学・地域
連携ウェブ
サイトの開
設

大学地域連携ポータルサイト「がくま
ちステーション」において、「大学地域
連携創造・支援事業」（学まちコラボ
事業）や「「学まち連携大学」促進事
業」」、各大学における独自の地域連
携の取組事例などを発信し、新たな
連携や取組の深化を促進。

令和5年度の学まちコラボ実施事業の紹介
や、学まち連携大学の取組事例を掲載するな
どして、閲覧数の増加を図った。

引き続き、地域連携に係る情報の
配信を行うとともに、効果的なサイ
トのあり方について検討を行う。

大学コン
ソーシアム
京都

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（3）大学卒
業後の多
様な選択
肢を描け
る学びの
機会の充
実

①インター
ンシップ事
業の充実

インターン
シップ・プロ
グラム

就職活動としてのインターンシップで
はなく、大学における学びの一環とし
て位置づけ、実体験と教育研究の融
合による「学習意欲の喚起」「高い職
業意識の育成」「自主性・独創性のあ
る人材育成」を目的とした教育プログ
ラムを実施。

「ビジネスコース・パブリックコース」では、事
前・事後学習をオンラインで実施。受講生は
コーディネーターとなる教員の下、実習先の業
種ごとにクラスに分かれて指導を受けて実習
に参加し、140名が修了した。また、「長期プロ
ジェクトコース」では、対面で実施することを基
本としながら、受入先についてはオンラインで
も参加できる体制を整え実施。最終講義では
活動成果報告会を行い、13名が修了した。

・インターンシッププログラムの名
称を「産学連携教育プログラム」に
変更し、引き続き教育プログラムと
して実施する。
・プロジェクト企画実践プログラム
（旧長期プロジェクトコース）では前
年度の実施状況を踏まえブラッ
シュアップされた授業内容やワー
クシートを基にプログラムを展開す
る。

大学コン
ソーシアム
京都

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（3）大学卒
業後の多
様な選択
肢を描け
る学びの
機会の充

②多様な生
き方・学びを
考える機会
の創出

京都中小企
業担い手確
保・定着支
援事業②

学生と京都の中小企業との交流会の
開催等、相互理解を深める取組を実
施。

学生と地域企業との交流会等を開催（回数：45
回、参加者：延べ2,205名、参加企業：延べ450
社）

引き続き、学生と企業の相互理解
を深めるため、事業に取り組む。

京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（3）大学卒
業後の多
様な選択
肢を描け
る学びの
機会の充
実

②多様な生
き方・学びを
考える機会
の創出

京都中小企
業担い手確
保・定着支
援事業③

学生や企業の要望に応じて、低年次
の学生も対象としたインターンシップ
や企業見学会等の開催をサポート
し、早い段階から京都の中小企業に
対する理解を深めるとともに、職業観
の醸成を促進。

会社見学の開催（参加者：延べ14名、参加企
業：延べ14社）

引き続き、京都の中小企業に対す
る学生の理解を深めるとともに、職
業観の醸成を促進するため、事業
に取り組む。

京都市

柱3
大学の枠
を超えた
学生の活
動の推進

（3）
大学卒業
後の多様
な選択肢
を描ける
学びの機
会の充実

②多様な生
き方・学びを
考える機会
の創出

地域企業イ
ンターンシッ
プ促進プロ
ジェクト

地域企業のインターンシップの活用を
促進するため、セミナーの開催や情
報発信、学生等が短期間で複数の地
域企業を訪問する、地域企業訪問プ
ログラム等を実施。

・企業向けセミナーの実施（回数：4回、参加企
業：延べ225社）
・企業訪問プログラム（回数：6回、参加者：延
べ151名、参加企業：延べ47社）

引き続き、地域企業のインターン
シップの活用を促進し、学生に地
域企業の魅力を発信するため、事
業に取り組む。

京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（3）大学卒
業後の多
様な選択
肢を描け
る学びの
機会の充
実

②多様な生
き方・学びを
考える機会
の創出

西陣を中心
とした地域
の活性化

平成31年1月に策定した「西陣を中心
とした地域活性化ビジョン～温故創
新・西陣～」に基づき、市民や地域、
学生、事業者、行政など、地域に関わ
る幅広い主体の役割分担のもと、地
域が有する多彩な魅力・資源をいかし
た活性化の取組を推進。

・「西陣を中心とした地域活性化ビジョン」に基
づく各種取組を推進。
・地域の更なる魅力発信を目的に開催した「西
陣ピック！～ものづくり体験＆まるごとマルシェ
～」において、学生が子ども向けワークショップ
の運営などを行った。

・「西陣を中心とした地域活性化ビ
ジョン」に基づく各種取組を推進。
・各種取組の実施において、学生
との連携などを検討していく。

京都市

柱3
大学の枠
を超えた
学生の活
動の推進

（3）
大学卒業
後の多様
な選択肢
を描ける
学びの機
会の充実

②多様な生
き方・学びを
考える機会
の創出

児童館等に
おける大学
生職業体験
事業

学生を児童館等に派遣し、施設職員
と同様の業務を行うことを想定した、
職務実践型の職業体験事業を実施す
ることにより、学生の学びの充実や、
学生と関わる子どもたちの育ち・学び
を支援。

協定を締結した市内2大学のうち、橘大学では
合計4名の学生が、それぞれ5日間の職業体
験に参加し、京都芸術大学では合計6名の学
生が、5日間の職業体験に参加。

引続き、協定を締結した市内2大学
を中心に、参加学生を募集する。

京都市
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（3）大学卒
業後の多
様な選択
肢を描け
る学びの
機会の充
実

③高大社連
携キャリア
教育企画の
充実

高大社連携
キャリア教
育企画

高校生と大学生のキャリア発達を促
すことを目的として、テーマを設けて
高校生・大学生・社会人といった世代
間や学校間を越えて対話し交流する
「高大社フューチャーセッション」を実
施。

高大社連携フューチャーセッション（対面開催
11/3）
　【参加者数32名／内訳：高校生9名、大学生
19名、高校教員3名、大学教員1名）

令和5年度に引き続き、「高大社連
携フューチャーセッション」を開催
する。より多様な高等学校・大学の
生徒・学生が参加しやすい企画と
なるよう、各組織間の連携し、キャ
リア教育における各校・各大学と
の積極的なネットワーク構築を図
れるよう工夫を重ねる。
また、この企画の趣旨を踏まえて、
社会人ファシリテーターの参加を
予定している。

大学コン
ソーシアム
京都

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（4）学生が
京都の文
化や魅力
と触れ合う
環境づくり

①学生が京
都の文化や
魅力に触れ
る機会の拡
充

キャンパス
文化パート
ナーズ制度

市域の大学と連携し、学生が京都の
多彩な文化に触れ、体験する機会を
提供するとともに、そのための経済的
な負担を軽減。

・京都市内の文化施設に協力いただき、学生
の優待を実施（56施設、1事業）
・「大学のまち京都・学生のまち京都アプリ（Ｋ
ＹＯ－ＤＥＮＴ）」を通じて、制度を利用する学生
に対して、文化芸術情報の配信を実施

「大学のまち京都・学生のまち京都
アプリ（ＫＹＯ－ＤＥＮＴ）」との連携
により、制度利用者の増加や利便
性の向上を図るとともに、優待文
化施設の充実に取り組む。

京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（4）学生が
京都の文
化や魅力
と触れ合う
環境づくり

①学生が京
都の文化や
魅力に触れ
る機会の拡
充

文化庁移転
を契機とし
た生活文化
の振興

市民等を招いての新たな茶会の開催
を予定。お茶のお点前は、大学茶道
部・サークルなど、京都の20～30代の
方々に担っていただく方法を検討す
る。

令和5年9月23,24日に市役所本庁舎（和室及
び正庁の間）を会場に御池茶会を開催。席主
を各大学の茶道部に務めていただき、各日4席
で計240名が参加。

令和7年3月に実施予定。 京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（4）学生が
京都の文
化や魅力
と触れ合う
環境づくり

①学生が京
都の文化や
魅力に触れ
る機会の拡
充

学生向けア
プリKYO-
DENT（「大
学のまち京
都・学生の
まち京都」ア
プリ）の活用

京都でしか味わえない学生生活を実
現するための各種取組を、学生に直
接かつ確実に届ける「大学のまち京
都・学生のまち京都」アプリを活用し、
「京都学生広報部」や「輝く学生応援
プロジェクト」、「京都学生祭典」等の
取組に学生を引き込み、学生の主体
的活動を促進し、京都のまちの活性
化を推進。

再掲：1-(2）-④事業名「学生向けアプリKYO-
DENT（「大学のまち京都・学生のまち京都」ア
プリ）の活用」

再掲：1-(2）-④事業名「学生向け
アプリKYO-DENT（「大学のまち京
都・学生のまち京都」アプリ）の活
用」

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（4）学生が
京都の文
化や魅力
と触れ合う
環境づくり

①学生が京
都の文化や
魅力に触れ
る機会の拡
充

京都ミュー
ジアムＰＢＬ

京都ならではのフィールドにおける新
たなアクティブラーニングによる単位
互換科目として、令和2年度開設。文
化都市京都の利点を活かし、京都に
集まる多様な博物館（ミュージアム）を
フィールドに京都の持つ魅力的な文
化を学びながら、そこにある様々な課
題に取り組むことでチームワークを活
かし、課題解決に向けたリーダーシッ
プを発揮できる人材を育成。

再掲：1-(1）-①事業名「京都ミュージアムＰＢ
Ｌ」

再掲：1-(1）-①事業名「京都ミュー
ジアムＰＢＬ」

大学コン
ソーシアム
京都

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（4）学生が
京都の文
化や魅力
と触れ合う
環境づくり

①学生が京
都の文化や
魅力に触れ
る機会の拡
充

京都国際舞
台芸術祭

「京都文化の〈現在〉を世界に発信す
る、新たな観光資源としての国際フェ
スティバルを目指す」ことを基本理念
とし、次世代の人材育成や本市の重
要事業との連携など、京都の未来を
見据えて展開し、国内外の先駆的な
舞台芸術を紹介する世界的な芸術祭
を開催。

令和5年9月30日から10月22日にかけて
KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭
2023」を実施。

令和6年10月5日～10月27日に実
施予定。

京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（4）学生が
京都の文
化や魅力
と触れ合う
環境づくり

②留学生が
京都の文化
芸術に親し
む機会の創
出

京都で学ぶ
留学生の受
入環境支
援・体験交
流促進事業

入学直後の留学生に行政手続きや生
活ルールに係る情報提供等を行う
「ウェルカム・パッケージ」、京都市の
文化施設の見学・体験等の機会を提
供する「留学生優待プログラム」を実
施。加えて、令和4年度からは新たに
京都で学ぶ多様な学生が、京都なら
ではの文化芸術や伝統産業に触れる
「参加体験型プログラム」を本格実
施。

市内文化施設等への入場優待が受けられる
「留学生おこしやすPASS」による体験機会の
提供やイベントへの無料招待等を実施した。
また、京都で学ぶ多様な学生が、京都ならで
はの文化芸術や伝統産業に触れる「参加型体
験プログラム」を本格実施した。
（おこしやすPASS利用者数：留学生6,147名、
日本人学生172名、イベント無料招待：参加者
数1,851名）

市内文化施設等への入場優待が
受けられる「留学生おこしやす
PASS」やイベントへの無料招待等
を引き続き実施するとともに、「参
加型体験プログラム」を継続して実
施予定。

京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（4）学生が
京都の文
化や魅力
と触れ合う
環境づくり

③若手アー
ティスト・クリ
エイターの
育成

京都市芸術
文化特別奨
励制度

芸術文化の若い担い手等を育成する
ことにより、新たな芸術文化の創造を
促進し、京都の芸術文化を振興する
ことを目的として、候補者を公募、審
査のうえ、1個人又は1グループに対し
て300万円の奨励金を交付。

審査のうえ認定者を決定し、若手芸術家の飛
躍に向けた活動を支援した。

令和6年5月30日～8月30日の期間
で奨励者を公募。令和7年2月頃に
奨励者を決定予定。

京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（4）学生が
京都の文
化や魅力
と触れ合う
環境づくり

③若手アー
ティスト・クリ
エイターの
育成

京都学生
アートオーク
ション

京都の芸術系大学で学ぶ学生のキャ
リア支援を目的としたオークションを
開催（京都学生アートオークション実
行委員会主催）。

実行委員会を開催し、事業の終了及び実行委
員会の解散を決定（事業終了）。

－ 京都市

3大学の
枠を超え
た学生の
活動の推
進

（4）学生が
京都の文
化や魅力
と触れ合う
環境づくり

③若手アー
ティスト・クリ
エイターの
育成

京都文学賞 京都を題材とする文学作品を募集、
表彰することにより、京都における文
学の更なる振興とともに、「文化都市・
京都」の発信や、京都の歴史と幅広
い魅力の再認識、都市格の向上を促
進。

令和4年度及び5年度の2箇年をかけて第4回
京都文学賞を実施。令和5年5月12日まで作品
の募集を行い、336件の応募があった。選考を
経て受賞作等を決定し、令和6年1月17日に表
彰式を開催した。

8月1日から第5回京都文学賞の作
品及び読者選考委員の募集を開
始。作品については令和7年5月9
日まで募集を行う。また、読者選考
委員については令和7年1月31日
まで募集を行い、年度内に選考、
選定を行う。

京都市

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅
力発信

①地域企業
と連携した
担い手育成

インターン
シップ・プロ
グラム

就職活動としてのインターンシップで
はなく、大学における学びの一環とし
て位置づけ、実体験と教育研究の融
合による「学習意欲の喚起」「高い職
業意識の育成」「自主性・独創性のあ
る人材育成」を目的とした教育プログ
ラムを実施。

再掲：3-(3）-①事業名インターンシップ・プログ
ラム」

再掲：3-(3）-①事業名インターン
シップ・プログラム」

大学コン
ソーシアム
京都
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅
力発信

①地域企業
と連携した
担い手育成

地域企業と
連携した次
代の京都の
担い手育成
事業

大学や国籍の垣根を超えた多様な学
生・留学生がチームで、京都企業と連
携して課題に取り組むPBLプログラム
を実施。

公募学生チームが、京都の地域企業と連携
し、課題等の解決に向け、学生目線を生かし
ながら取り組んだ。（プロジェクト数：10、参加
者：16大学・52名（うち留学生4名）
また、就活前の学生が京都の地域企業を知る
半日体験プログラムも開催した。（2回）

引き続き、留学生を含む公募学生
チームと京都の地域企業が連携し
た取組等を実施予定。

京都市

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅
力発信

②地域企業
の魅力発信
の強化

京都中小企
業担い手確
保・定着支
援事業④

京都企業・就業情報データベースを
作成し、ウェブサイト「京のまち企業訪
問」を活用して情報発信を行うことで、
学生をはじめとする求職者等に京都
の中小企業の魅力を広く周知。

ウェブサイト「京のまち企業訪問」による情報発
信（掲載企業数：4,076社）

引き続き、学生をはじめとする求職
者等に京都の中小企業の魅力を
広く発信するため、事業に取り組
む。

京都市

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅
力発信

②地域企業
の魅力発信
の強化

京都中小企
業担い手確
保・定着支
援事業③

学生や企業の要望に応じて、低年次
の学生も対象としたインターンシップ
や企業見学会等の開催をサポート
し、早い段階から京都の中小企業に
対する理解を深めるとともに、職業観
の醸成を促進。

再掲：3-(3)-②事業名「京都中小企業担い手
確保・定着支援事業③」

再掲：3-(3)-②事業名「京都中小
企業担い手確保・定着支援事業
③」

京都市

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅

②地域企業
の魅力発信
の強化

地域企業イ
ンターンシッ
プ促進プロ
ジェクト

地域企業のインターンシップの活用を
促進するため、セミナーの開催や情
報発信、学生等が短期間で複数の地
域企業を訪問する、地域企業訪問プ
ログラム等を実施。

再掲：3-(3)-②事業名「地域企業インターン
シップ促進プロジェクト」

再掲：3-(3)-②事業名「地域企業イ
ンターンシップ促進プロジェクト」

京都市

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅
力発信

②地域企業
の魅力発信
の強化

インターン
シップ・プロ
グラム

就職活動としてのインターンシップで
はなく、大学における学びの一環とし
て位置づけ、実体験と教育研究の融
合による「学習意欲の喚起」「高い職
業意識の育成」「自主性・独創性のあ
る人材育成」を目的とした教育プログ
ラムを実施。

再掲：3-(3）-①事業名「インターンシップ・プロ
グラム」

再掲：3-(3）-①事業名「インターン
シップ・プログラム」

大学コン
ソーシアム
京都

柱4
学生の進
路・社会
進出の支
援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域

②地域企業
の魅力発信
の強化

京都学生広
報部

ウェブサイト「コトカレ」において、京都
の地域企業を取材した記事を発信。

京都の地域企業を取材し、ウェブサイト「コトカ
レ」やＳＮＳで発信した。

引き続き、京都の地域企業の情報
を発信する。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅
力発信

③地域企業
と学生の出
会いの場づ
くり

京都中小企
業担い手確
保・定着支
援事業⑤

大学への出張セミナーの実施や、就
職活動に関する様々な相談への対応
により、職業観を醸成し、卒業後の多
様な選択肢を描ける担い手を育成す
るとともに、就職後のフォローアップを
実施。

・出張セミナー等の実施（回数：14回、参加者：
延べ314人）
・個別カウンセリングの実施（人数：延べ464
人）

引き続き、学生の職業観の醸成や
卒業後の多様な選択肢を描ける担
い手の育成、就職後のフォロー
アップのため、事業に取り組む。

京都市

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅
力発信

③地域企業
と学生の出
会いの場づ
くり

京都中小企
業担い手確
保・定着支
援事業③

学生や企業の要望に応じて、低年次
の学生も対象としたインターンシップ
や企業見学会等の開催をサポート
し、早い段階から京都の中小企業に
対する理解を深めるとともに、職業観
の醸成を促進。

再掲：3-(3)-②事業名「京都中小企業担い手
確保・定着支援事業③」

再掲：3-(3)-②事業名「京都中小
企業担い手確保・定着支援事業
③」

京都市

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅

③地域企業
と学生の出
会いの場づ
くり

京都中小企
業担い手確
保・定着支
援事業②

学生と京都の中小企業との交流会
や、キャリア授業交流会の開催等、相
互理解を深める取組を実施。

再掲：3-(3)-②事業名「京都中小企業担い手
確保・定着支援事業②」

再掲：3-(3)-②事業名「京都中小
企業担い手確保・定着支援事業
②」

京都市

柱4
学生の進
路・社会
進出の支
援

（1）
京都の地
域企業と
連携した
担い手育
成と地域
企業の魅

③地域企業
と学生の出
会いの場づ
くり

京都中小企
業担い手確
保・定着支
援事業④

京都企業・就業情報データベースを
作成し、ウェブサイト「京のまち企業訪
問」を活用して情報発信を行うことで、
学生をはじめとする求職者等に京都
の中小企業の魅力を広く周知。

再掲：4-(1)-②事業名「京都中小企業担い手
確保・定着支援事業④」

再掲：4-(1)-②事業名「京都中小
企業担い手確保・定着支援事業
④」

京都市

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅
力発信

③地域企業
と学生の出
会いの場づ
くり

地域企業イ
ンターンシッ
プ促進プロ
ジェクト

地域企業のインターンシップの活用を
促進するため、セミナーの開催や情
報発信、学生等が短期間で複数の地
域企業を訪問する、地域企業訪問プ
ログラム等を実施。

再掲：3-(3)-②事業名「地域企業インターン
シップ促進プロジェクト」

再掲：3-(3)-②事業名「地域企業イ
ンターンシップ促進プロジェクト」

京都市

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅
力発信

③地域企業
と学生の出
会いの場づ
くり

グローバル
拠点推進事
業

スタートアップと学生・留学生との交
流の場を創出し、スタートアップの人
財確保を支援する。

スタートアップ等と学生・留学生の交流の場を
図るため、以下の取組を実施した。
①留学生と京都のスタートアップ・地域企業等
との交流会
②大学生とスタートアップ起業家との交流会
③大学生を対象としたインターンシップ案内サ
イト運用

引き続き、京都で働きたい京都の
学生・留学生とスタートアップが直
接交流できる場を創出する。

京都市
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅
力発信

③地域企業
と学生の出
会いの場づ
くり

The Future
of KYOTO
AWARD

学生の市内定着、市内企業就職に向
け、民間企業と連携した学生主体の
地域課題解決の取組。
本事業は、学生自らが地域課題を発
掘し、解決策の検討・提案を行い、事
業の趣旨に賛同いただいた企業と連
携しながら提案内容のブラッシュアッ
プ・試行までを行う。

令和5年度は、前年度に参加した賛同企業や
学生の意見を踏まえ、学生と企業の交流会や
意見交換の場を増やすなど、学生と企業の接
点づくりを強化して取り組んだ（提案応募件数
は8件、賛同団体数は13団体）。１次審査（書
類審査）、２次審査（プレゼン審査）を経て、最
終的に２件の提案を表彰し、それぞれ企業か
ら助言等の支援を受けながら実証に向けて試
行した。

・事業広報及び提案募集受付の開
始時期をともに約１箇月前倒しす
ることにより、事業周知及び提案
募集期間を十分確保することで事
業に対する認知度の向上を図る。
・学生と企業のつながりを強化する
ために、提案募集期間中にも新た
に交流の場を設ける。

京都市

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅
力発信

④学生のベ
ンチャーマ
インド・ソー
シャルビジ
ネスマインド
の育成

ものづくりベ
ンチャー戦
略拠点事業

次代の京都経済をリードするベン
チャー・スタートアップ企業の発掘・育
成のため、起業・ものづくり・イノベー
ション等をテーマにKyoto Makers
Garageで交流イベントを開催。

量産化支援37件、ものづくり受注・製作47件、
ものづくり相談件数101件、交流スペース・もの
づくりスペース利用者1,096名、セミナー等実施
（オンオフハイブリッド）計9回・154名参加、国
内外メディアやパブリシティーでの掲載27回・
SNS等9チャネルで発信した。
※上記の参加者は学生以外も含む

引き続き既存取組を行うことに加
え、「販売」を視野にいれたサポー
トを実施。
　また、私立中学校と提携しものづ
くりに関するワークショップを追加
実施予定。

京都市

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅
力発信

④学生のベ
ンチャーマ
インド・ソー
シャルビジ
ネスマインド
の育成

京都市ソー
シャル・イノ
ベーション・
クラスター創
出支援事業

社会的課題の解決に取り組む事業者
への各種支援や「京都市地域企業の
持続的発展の推進に関する条例」に
掲げる地域企業の理念の共有及び、
地域企業としての実践の促進に取り
組む。
企業認定制度を拡充するとともに、認
定企業の情報発信及び支援を充実す
る。

・各大学において、京都市のソーシャル・イノ
ベーションの取組について講義
・事業者、大学生等が、社会課題を解決する
事業アイデアを発表するピッチイベント
「SOCIAL INNOVATION Meets up KYOTO」の
実施
・若者向け情報発信サイト「私たちが紡ぐ、こ
れからの1000年。」の開設
・認定企業や若者たちの交流イベント実施（計
4回）

・「私たちが紡ぐ、これからの1000
年。」に加え、SNSによる発信の強
化
・若者コミュニティと社会的企業の
交流機会の創出

京都市

柱4
学生の進
路・社会
進出の支
援

（1）
京都の地
域企業と
連携した
担い手育
成と地域
企業の魅

⑤学生の就
職活動の支
援

京都中小企
業担い手確
保・定着支
援事業⑤

大学への出張セミナーの実施や、就
職活動に関する様々な相談への対応
により、職業観を醸成し、卒業後の多
様な選択肢を描ける担い手を育成す
るとともに、就職後のフォローアップを
実施。

再掲：4-(1)-③事業名「京都中小企業担い手
確保・定着支援事業⑤」

再掲：4-(1)-③事業名「京都中小
企業担い手確保・定着支援事業
⑤」

京都市

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（1）京都の
地域企業
と連携した
担い手育
成と地域
企業の魅

⑤
学生の就職
活動の支援

地域企業イ
ンターンシッ
プ促進プロ
ジェクト

地域企業のインターンシップの活用を
促進するため、セミナーの開催や情
報発信、学生等が短期間で複数の地
域企業を訪問する、地域企業訪問プ
ログラム等を実施。

再掲：3-(3)-②事業名「地域企業インターン
シップ促進プロジェクト」

再掲：3-(3)-②事業名「地域企業イ
ンターンシップ促進プロジェクト」

京都市

柱4
学生の進
路・社会
進出の支
援

（2）「働き
方改革」の
推進と学
生を取り
巻く就労
環境の向
上

①働き方改
革実践企業
等の学生へ
の周知

京の企業働
き方改革総
実践プロ
ジェクト

地域企業が働き方改革の取組状況を
自己診断し、その結果を企業の魅力
として、ＷＥＢサイト「京のまち企業訪
問」上で発信する「京の企業『働き方
改革』自己診断制度」を実施。

「京の企業『働き方改革』自己診断制度」の活
用促進（活用企業数：3,879社）

引き続き、働き方改革に取り組む
企業の情報を発信するため、事業
に取り組む。

京都市

4学生の
進路・社
会進出の
支援

（2）「働き
方改革」の
推進と学
生を取り
巻く就労
環境の向
上

②学生を取
り巻く就労
環境の向上

京都中小企
業担い手確
保・定着支
援事業①

ワークショップ形式で労働法制を学ぶ
など、学生や企業への周知啓発等を
目的としたセミナーを開催。
また、ブラックバイトの根絶に向けて、
「京都市わかもの就職支援センター」
に相談窓口を設置し、アルバイトに関
するあらゆるトラブルについて対応。

再掲：1-(2)-④事業名「京都中小企業担い手
確保・定着支援事業①」

再掲：1-(2)-④事業名「京都中小
企業担い手確保・定着支援事業
①」

京都市

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（1）人生
100 年時
代を見据
えた生涯
学習の推
進

①リカレント
教育（職業
人・社会人
向けの教育
プログラム）
等の実施・
充実

リカレント教
育の推進支
援、実施に
向けた検討

各大学等が実施するプログラムを共
有したうえで、リカレント教育の推進に
向けた支援策を検討・実施。

・令和5年度は、3講座開設し、合計150名の申
込があった。また、特別講演を実施し、140名
の受講があった。
・加盟校の講座情報を発信し、広く周知するた
めのポータルサイトを開設・運用を開始した。

・令和6年度は、3講座中、2講座が
3年目を迎えることとなり、令和7年
度に新たな講座の開設にあたり、
リカレント教育企画検討委員会で
検討を開始している。また、令和6
年度中にパイロット講座として1講
座開設する。
・ポータルサイトについては、加盟
校が実施している講座の情報登録
のメリットを広く周知し、活用を促
進する。

大学コン
ソーシアム
京都

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（1）人生
100 年時
代を見据
えた生涯
学習の推
進

②京（みや
こ）カレッジ
における教
養講座の充
実

生涯学習事
業「京カレッ
ジ」の充実

一般市民を対象とした生涯学習事業
である「京カレッジ」において、新・文
化庁との連携や「東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック」等の時代のトピック
スを踏まえた内容を反映。

・令和5年度の提供科目数は168（前年度179）
科目、出願者は延べ数で968（前年度1,278）
名、実数で1,003（前年度823）名となった。
・京都力養成コース「京都学講座」では、650名
（前年度は536名）の出願があり、テーマへの
関心の高さが窺われた。

・令和6年度の京カレッジ提供科目
は、178科目で、前期時点での出
願者数は1,014名となった。
・京都学講座では、オーバーツーリ
ズムをテーマに、コロナ明け以降、
京都が抱える課題をテーマに据え
たが、出願者数は380名に留まっ
た。

大学コン
ソーシアム
京都

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（1）人生
100 年時
代を見据
えた生涯
学習の推
進

③公開講座
や大学施設
の情報発信

「大学リレー
講座」による
各大学の生
涯学習事業
の情報発信

一般市民を対象とした生涯学習事業
「京カレッジ」のひとつして各大学の特
色ある講座をリレー形式で実施する。
あわせて講座実施校のキャンパスで
実施する講座やイベント等を紹介し大
学の魅力をPR。

京都学、宗教、歴史・文学、健康、自然科学へ
の関心が高く、それを意識した講義テーマで令
和５年度は11大学・1短期大学で12講座を実
施。

令和6年度は、10大学1短期大学
による計11講座が決定した。各大
学は、京カレッジ利用者（シニア層
が多い傾向）の関心度の高い京都
学、宗教、歴史、文学、健康のテー
マで、教育研究の特色や事業の
PRを行う。

大学コン
ソーシアム
京都

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（1）人生
100 年時
代を見据
えた生涯
学習の推
進

③公開講座
や大学施設
の情報発信

学生向けア
プリKYO-
DENT（「大
学のまち京
都・学生の
まち京都」ア
プリ）の活用

京都でしか味わえない学生生活を実
現するための各種取組を、学生に直
接かつ確実に届ける「大学のまち京
都・学生のまち京都」アプリを活用し、
「京都学生広報部」や「輝く学生応援
プロジェクト」、「京都学生祭典」等の
取組に学生を引き込み、学生の主体
的活動を促進し、京都のまちの活性
化を推進。

再掲：1-(2）-④事業名「学生向けアプリKYO-
DENT（「大学のまち京都・学生のまち京都」ア
プリ）の活用」

再掲：1-(2）-④事業名「学生向け
アプリKYO-DENT（「大学のまち京
都・学生のまち京都」アプリ）の活
用」

京都市
大学コン
ソーシアム
京都
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（2）産学公
連携によ
るイノベー
ションの創
出及び京
都経済の
活性化

①産学公の
連携強化

京都経済セ
ンターオー
プンイノベー
ションの推
進（（一社）
京都知恵産
業創造の
森）

産学公連携を強化し、京都産業や地
域社会の課題解決に向けた取組を推
進。産学公連携の事務局である（一
社）京都知恵産業創造の森がオール
京都のネットワークを活かし、企業と
大学のマッチングの強化や地域の発
展に資する京都ならではの多様な産
学公連携を推進。
※平成31年4月、京都産学公連携機
構は、（一社）京都知恵産業創造の森
に統合

・京都府内企業及び大学等の産学公連携ニー
ズに対応するための相談窓口を設置し、企業
と大学等の橋渡しを実施した。
・大学等が民間企業等と連携して新たな価値
創造につなげることを目的に実施する事業を
支援した（採択件数：4件、補助上限額100万
円）。
・大学等の地域連携支援事業（補助金）：地域
社会における新たな社会課題解決を目指す大
学等の取組を支援した（申請件数：11件、採択
件数：9件、補助上限額20万円）。
・社会課題解決や企業に興味のある学生に対
し、ソーシャルイノベーションについて学ぶゼミ
形式の講座を実施した（4回開催　申込20名）。

・大学研究成果の起業・促進。主
にディープテックなど理系分野の
起業を促進するため、大学研究者
を対象とした相談窓口やコミュニ
ティの作成を行う。
・大学等の地域連携支援事業（補
助金）について、複数年度にわた
る事業へ補助を拡大する。

京都市

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（2）産学公
連携によ
るイノベー
ションの創
出及び京
都経済の
活性化

②大学の技
術シーズの
事業化

京都市成長
産業創造セ
ンターでの
取組の推進

大学・研究機関、企業等の産学公が
連携し、最先端の大学の技術シーズ
を着実に事業化につなげる研究プロ
ジェクトを推進して、「グリーン・イノ
ベーション」（環境エネルギー分野革
新）と「ライフ・イノベーション」（医療・
介護分野革新）を実現し、付加価値の
高い高機能性化学品を生み出すとと
もに、その成果を地元の中小企業に
橋渡しすることにより、京都市域にお
ける産業競争力の確保と新規事業を
創出。また、人材育成や産学公の交
流の場を提供し、幅広い情報交流の
促進と新たな連携を創出。

大学の最先端の研究成果を着実に事業化に
つなげる研究プロジェクトを推進した。

引き続き大学の最先端の研究成
果を着実に事業化につなげる研究
プロジェクトを推進する。

京都市

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（2）産学公
連携によ
るイノベー
ションの創
出及び京
都経済の
活性化

③大学との
共同研究の
推進による
新事業創出
支援

京都市ライ
フイノベー
ション創出
支援事業

大学及び中小企業等の研究シーズの
発掘等に取り組むとともに、有望な研
究テーマについては大学・企業等との
連携の下、事業化に向けて、産学連
携のコーディネート活動を行うほか、
国等の大きな研究資金の獲得に向け
た伴走支援を実施。
また、大学発のシーズの事業化を進
めるため、大学発ベンチャーの設立
支援等も含め、発掘から事業化が見
込める段階までの伴走支援を実施。

革新的な医療技術に関する研究開発に対して
助成（採択件数：16件）を行ったほか、ライフサ
イエンス分野における大学発ベンチャーの起
業促進に向けて、ビジネスモデル構築等を実
践的に支援する「KYOTO発起業家育成プログ
ラム」（採択件数：3件）等を実施した。

引き続き、京都大学をはじめとする
市内大学との連携をさらに深め、
大学発ベンチャーの創出や事業化
につながる有望な研究成果の発掘
を継続していく。本市の事業の終
了後も、きめ細かな伴走支援を継
続し、外部の産業支援機関等と連
携した成長支援を推進する。

京都市

柱5
大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（2）産学公
連携によ
るイノベー
ションの創
出及び京
都経済の
活性化

③大学との
共同研究の
推進による
新事業創出
支援

地域産学官
共同研究拠
点事業

平成21年12月に（独）科学技術振興
機構（JST）の採択を受けた地域産学
官共同研究拠点整備事業により、平
成23年に高度研究機器を配備した
「京都バイオ計測センター」を整備し、
バイオ計測プロジェクト及び先端光プ
ロジェクトを推進。機器を活用し、企業
や大学等の共同研究の推進と中小企
業への技術移転、高度技術者の育成
等を促進。
※先端光プロジェクトは令和2年に終
了。

高度研究機器を活用した大学、企業等との共
同プロジェクトを推進したほか、先端研究機器
に精通した高度技術者等の育成（人材育成セ
ミナー等の実施）等に取り組んだ。

引き続き、高度研究機器を活用し
た大学、企業等との共同プロジェク
トの推進や、先端研究機器に精通
した高度技術者等の育成に取り組
む。

京都市

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（2）産学公
連携によ
るイノベー
ションの創
出及び京
都経済の
活性化

③大学との
共同研究の
推進による
新事業創出
支援

次世代産業
×大学発ベ
ンチャー　社
会課題解決
のための技
術開発プロ
ジェクト

社会課題の解決につながる研究を行
う研究者に対し、研究開発への助成、
実証実験のフィールドの提供、技術開
発へのフィードバック等の支援を行
い、製品・サービス等の開発を促進。
さらに、こうした研究開発の成果を金
融機関、ベンチャーキャピタル等の投
資家に対して発表する場を提供し、大
学発ベンチャーの起業を後押しし、次
世代産業の振興を促進。

研究開発への助成を行い、研究の進捗状況の
報告会（対面＋オンライン）を実施した。

令和５年度に事業が完了 京都市

柱5
大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（2）産学公
連携によ
るイノベー
ションの創
出及び京
都経済の
活性化

④コンテン
ツ産業の振
興と担い手
育成

MANGAナ
ショナルセン
ター（仮称）
誘致推進事
業

日本初のマンガ文化の総合拠点であ
り、MANGA ナショナル・センター（仮
称）のハブ（軸）機能としての位置付け
を目指す京都国際マンガミュージアム
の機能充実を図るとともに、作品コン
テストや企業等とのマッチングを通
じ、コンテンツ産業を支える優秀なクリ
エイターの育成を推進。

京都クリエイティブ企業キャリアフォーラムの
開催（令和6年2月23日）

京都クリエイティブ企業キャリア
フォーラムの開催

京都市

柱5
大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（3）大学を
いかした
文化芸術
環境の向
上

①新・文化
庁との連携
強化

新・文化庁
との連携

文化庁地域文化創生本部と締結した
連携協定に基づき、新文化庁との連
携を強化。
（中核組織は令和5年3月に移転し、
令和4年度中の業務開始を目指して
いる。）

2024年1月11日に移転した文化庁へ理事長・
事務局長が表敬訪問を行い、今後の文化・芸
術を基盤とした大学等との連携の可能性につ
いて活発な意見交換を行った。

文化・芸術を基盤とした文化庁との
連携強化策を検討・実施していく。

大学コン
ソーシアム
京都
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（3）大学を
いかした
文化芸術
環境の向
上

②大学の知
をいかした
文化力の向
上

生涯学習事
業「京カレッ
ジ」の充実

一般市民を対象とした生涯学習事業
である「京カレッジ」において、新・文
化庁との連携や「東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック」等の時代のトピック
スを踏まえた内容を反映。
【（再掲）5-(1)‐②】

・提供科目数は168（前年度179）科目、出願者
は延べ数で1,298（前年度1,278）名、実数で
1,003（前年度823）名となり、提供科目は微減
したものの、受講者数は前年度より増加した。
・京都力養成コース「京都学講座」では、650名
（昨年度は536名）の出願があり、テーマへの
関心の高さが窺われた。
・2022年度から新たにリカレント教育プログラ
ムを開始し、本年度は3講座で173名が受講し
た。

・学びのニーズに応えるため、提
供科目数の増加を各大学に働き
かけるとともに、京カレッジを広く周
知することで出願者数の増加を目
指す。
・「京都学講座」では新しい京都の
観光をテーマに講座を開講する。
・リカレント教育プログラムの拡充
をはじめとし、京カレッジ科目のさ
らなる充実により、受講者数の増
加を目指す。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（3）大学を
いかした
文化芸術
環境の向
上

③芸術系大
学の集積を
いかした文
化芸術の振
興

Art-e Kyoto 芸術系6大学（京都市立芸術大学、嵯
峨美術大学、京都精華大学、京都芸
術大学、成安造形大学、京都美術工
芸大学）と京都市立小・中学校が、そ
れぞれの教育資源を生かし、美術教
育の充実や、芸術を大切にする風土
づくりを目指して連携。

・「連携協議会」の開催（3回実施）
・大学・小中学校の連携事業
・「京都芸術教育フォーラム」の開催（令和6年1
月18日実施）
・「京都子どもアート探検ラリー」（小中学生向
けのスタンプラリー）実施

・年3回の「連携協議会」の開催
・大学等・小中学校の連携事業
・「京都芸術教育フォーラム」の開
催
・「京都子どもアート探検ラリー」
（小中学生向けのスタンプラリー）
実施

京都市

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（3）大学を
いかした
文化芸術
環境の向
上

③芸術系大
学の集積を
いかした文
化芸術の振
興

駅ナカアー
トプロジェク
ト

京都市内の芸術系大学等と連携し、
地下鉄駅に芸術系大学生の作品を展
示。

【KYOTO駅ナカアートプロジェクト2023】
・地下鉄駅8駅での8大学による作品展示を実
施した。
　（令和5年11月～12月）
・8月に作品構想意見交換会を実施した。
　同時に各大学、協賛企業による意見交換会
を実施した。
・12月に感謝状贈呈式及びジョイントミーティン
グを実施し、各大学から作品のプレゼンテー
ション後、意見交換会を実施した。

【KYOTO駅ナカアートプロジェクト
2024(仮)】
実行委員会を立ち上げ作品展示
の準備を進めていく。
実施に向けた進め方等について、
関係者と協議をしながら、地下鉄
駅での作品展示を予定

京都市

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（3）大学を
いかした
文化芸術
環境の向
上

④京都市立
芸術大学新
キャンパス
を核とした
文化芸術創
造拠点の整
備

芸術大学移
転整備事業

京都市立芸術大学が世界を視野に更
なる飛躍を果たすとともに、文化芸術
都市・京都の発展に大きく貢献するこ
とを目指して、「京都市立芸術大学移
転整備基本計画」（平成29年3月策
定）に基づき、平成29年度から設計に
着手しており、令和5年度の供用開始
を目指して、引き続き、移転整備事業
を推進。

京都市立芸術大学新キャンパス建設工事を令
和5年8月末に完了し、10月に移転開校した。

- 京都市

柱5
大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（3）大学を
いかした
文化芸術
環境の向
上

⑤「文化芸
術都市・京
都」の新た
なシンボル
ゾーンの創
生

若手芸術家
等の居住・
制作・発表
の場づくり

京都を拠点に活動する芸術家たちが
京都のまちなかに居住し、活動し続け
ることができる環境を整え、まちの活
力に繋げるための各種事業をＨＡＰＳ
（東山 アーティスツ・プレイスメント・
サービス）が実施。
京都駅東南部エリアにおいて、東九
条にある空き家を借りて改修し、「ＨＡ
ＰＳ ＨＯＵＳＥ」を開設。ＨＡＰＳが実施
する「文化芸術による共生社会実現
に向けた基盤づくり事業」の中の相談
事業（Social Work / Art Conference
（SW/AC））の拠点等として活用。

　①引き続き、ＨＡＰＳ（東山 アーティスツ・プレ
イスメント・サービス）が、芸術家たちの居住・
制作・発表を支援するための各種事業を実施
した。

②引き続き、ＨＡＰＳ（東山 アーティスツ・プレイ
スメント・サービス）が、共生社会の実現に向
け、文化芸術による社会課題や困難の緩和の
ための各種事業に取り組んだ。

①ＨＡＰＳ（東山 アーティスツ・プレ
イスメント・サービス）が、芸術家た
ちの居住・制作・発表を支援するた
めの各種事業を実施する。
②ＨＡＰＳ（東山 アーティスツ・プレ
イスメント・サービス）が、共生社会
の実現に向け、文化芸術による社
会課題や困難の緩和のための各
種事業に取り組み、令和6年度か
らＨＡＰＳ　ＨＯＵＳＥを活用した展
覧会の実施やHAPS 事業冊子の
作成による情報発信の充実、アシ
スタントコーディネーターを１名採
用し運営体制を強化を図る。

京都市

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（3）大学を
いかした
文化芸術
環境の向
上

⑤「文化芸
術都市・京
都」の新た
なシンボル
ゾーンの創
生

京都駅周辺
（西部・東
部・東南部
エリア）の活
性化

京都市立芸術大学等の移転を踏まえ
た文化芸術を基軸としたまちづくりを
進め、エリア活性化の機運を高めると
ともに、「文化芸術都市・京都」の新た
なシンボルゾーンの創生を図るため、
本エリアの学生、アーティストと地域
の方、事業者等との交流を促進し、相
互理解を深める取組を実施。

広報誌の発行や芸術活動・交流の場づくり等
の取組を通じて、学生やアーティスト等とエリ
ア内の事業者とのつながりが生まれるとともに
学生等の活動の場が広がりつつある。
また、取組後もホテルなどの民間事業者によ
る作品展示や演奏会が継続的に行われてお
り、相互理解とエリアの活性化が進んでいる。

・京都駅周辺で活躍するアーティス
ト等の取組やエリア内での活動を
サポートする情報を盛り込んだ情
報誌を発行する。
・地域の児童館やカフェ等などにお
いて、学生やアーティストによる演
奏会や作品展示、ワークショップな
どを実施するほか、地域のイベント
等と連携したアート活動の創出な
どを通年に渡り広く実施する。

京都市

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（4）大学と
地域との
連携の推
進

①大学と地
域の連携強
化

「学まち連
携大学」促
進事業

大学等の教育・研究成果の蓄積や学
生の活力を地域の課題解決や活性
化につなげるとともに、地域社会との
関わりの中で得られる学生の学びと
成長の機会を創出する取組を、大学
等の組織的な取組として定着させ、更
に充実・発展させることを目的に、京
都市内で地域と連携した活動を通じ
て学生が学ぶ実践的な教育プログラ
ムの開発・実施又は充実・発展に取り
組む大学等を支援。

・最終年度となる令和5年度は、令和2年度か
らの採択校を引き続き支援し、本事業は終了
となった。
　スタートアップ型：2件（京都光華女子大学・
京都光華女子短期大学部、花園大学）
　発展型：2件（京都橘大学、龍谷大学）
・採択校の取組について、最終の成果報告会
を実施した（令和6年3月22日）。

- 京都市
大学コン
ソーシアム
京都

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（4）大学と
地域との
連携の推
進

①大学と地
域の連携強
化

京都市の部
局や区役所
と大学との
協定締結に
よる連携事
業の推進

京都市と大学の連携事業を推進。 大学と連携した取組の推進に努めた。 引き続き、大学と連携した取組の
推進に努める。

京都市
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（4）大学と
地域との
連携の推
進

①大学と地
域の連携強
化

大学地域連
携創造・支
援事業（通
称：学まちコ
ラボ事業）

魅力ある地域づくりや地域の課題解
決に向けて、大学・学生と地域が一体
となって取り組む事業を広く募集し、
助成金を交付するとともに、区役所等
と協力し、学生と地域のつながりをよ
り一層促進。

再掲：3-(2）-①事業名「大学地域連携創造・支
援事業（通称：学まちコラボ事業）」

再掲：3-(2）-①事業名「大学地域
連携創造・支援事業（通称：学まち
コラボ事業）」

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（4）大学と
地域との
連携の推
進

①大学と地
域の連携強
化

ふるさと納
税寄付金に
おける学生
応援メ
ニューの開
設

京都市のふるさと納税に、京都の大
学・学生の活動を応援する寄付メ
ニューを開設し、「大学のまち京都・学
生のまち京都」のPRや、関連施策を
充実させるに当たっての財源確保を
促進。

再掲：1-(3)-⑤事業名「ふるさと納税寄付金に
おける学生応援メニューの開設」

再掲：1-(3)-⑤事業名「ふるさと納
税寄付金における学生応援メ
ニューの開設」

京都市

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（4）大学と
地域との
連携の推
進

②大学と地
域の連携事
例の発信

大学・地域
連携サミット

大学コンソーシアム京都加盟大学に
おける地域連携の事例や、学まちコラ
ボ事業等における大学・地域連携の
事例を広く発信するとともに、地域連
携活動に関わる学生、大学教職員、
地域団体等が交流する機会として開
催。

令和5年度は学まち連携大学の最終成果報告
会を実施したため、大学・地域連携シンポジウ
ムは実施せず、代わりに「がくまちステーショ
ン」で最終成果報告会の結果を広く周知すると
ともに、令和5年度学まちコラボ事業の紹介を
行った。

地域連携の事例の発信や、地域
連携活動に関わる人々の交流の
機会の創出に努める。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（4）大学と
地域との
連携の推
進

②大学と地
域の連携事
例の発信

大学・地域
連携ウェブ
サイトの開
設

大学地域連携ポータルサイト「がくま
ちステーション」において、「大学地域
連携創造・支援事業」（学まちコラボ
事業）や「学まち連携大学促進事
業」、各大学における独自の地域連
携の取組事例などを発信し、新たな
連携や取組の深化を促進。

再掲：3-(2）-③事業名「大学・地域連携ウェブ
サイトの開設」

再掲：3-(2）-③事業名「大学・地域
連携ウェブサイトの開設」

大学コン
ソーシアム
京都

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（4）大学と
地域との
連携の推
進

②大学と地
域の連携事
例の発信

立命館大学
映像学部と
連携した交
通局ＰＲ動
画の制作

立命館大学映像学部と連携し同大学
の授業にて、交通局が提示したテー
マのPR映像を学生が制作。完成した
映像は京都駅・四条駅デジタルサイ
ネージ及び交通局公式 YouTubeにて
放映

「京都 地下鉄・バスＩＣポイントサービス」を
テーマに映像を制作。完成した映像は京都駅・
四条駅デジタルサイネージ及び交通局公式
YouTubeにて放映した。

「市バスへの大型手荷物持ち込み
抑制」及び「市バス通学フリー定期
券」のPRをテーマに映像を制作予
定。完成した映像は京都駅・四条
駅デジタルサイネージ及び交通局
公式 YouTubeにて放映予定

京都市

柱
+B137:B1
445
大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域

（4）大学と
地域との
連携の推
進

③学生の力
をいかした
住民自治の
活性化

大学生の力
を生かした
田中宮市営
住宅におけ
る住民自治
活性化

田中宮市営住宅（伏見区）に学生が
入居し、自治会活動に参加すること
で、地域コミュニティの活性化を促
進。実施に当たっては、大学、当該市
営住宅自治会及び本市が連携協定を
締結し、事業を推進。

・7名が入居し、自治会役員として自治会活動
に参加
・自治会行事（地蔵盆、学区区民体育祭、ふれ
あいまつり等）への参加
・関係者協議については、対面協議を実施

・引き続き7名が自治会活動に参
加
・自治会行事（ソフトボール大会、
地蔵盆、学区民体育祭、ふれあい
まつり等）への参加

京都市

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（5）小中高
大連携の
推進

①教職員交
流企画の実
施

高大連携教
育フォーラ
ム

高大連携・接続に関する国内動向の
情報共有と京都地域における取組の
情報発信を目的として、京都府内外
の高校教職員、大学教職員等を対象
とした高大連携教育フォーラムを実
施。

・第21回高大連携教育フォーラム（対面開催
12/2　参加者数：134名）

令和5年度に引き続き、高大連携
教育フォーラムを開催する。
テーマを含めた具体的な企画内容
については、高大連携推進室に本
協議会事務局（京都府教育委員
会、京都市教育委員会、京都府私
立中学高等学校連合会）を加えた
拡大高大連携推進室会議におい
て、多様な視点から意見を交わし
て検討する。

大学コン
ソーシアム
京都

柱5
大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（5）
小中高大
連携の推
進

①
教職員交流
企画の実施

教職員交流
企画の実施

「高大接続改革」の推進が求められて
いる中、各校が抱える課題の解決や
教育改善に資するため、学校や設置
者の別を越えて、教育上の工夫や悩
みなどを共有し、解決に向けて交流
する場として「京都高校教員交流会」
を実施。

・第17回・第18回京都高校・大学教職員交流
会（計2回）
　第17回（7/8　ハイブリッド開催）参加者数19
名
　第18回（2/3　ハイブリッド開催）参加者数15
名

令和5年度に引き続き、高校・大学
双方の相互理解を深め交流する
場として開催する。本交流会の知
名度向上を図るとともに、参加者
自らが主体的に関与できるよう工
夫しながら実施する。

大学コン
ソーシアム
京都

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（5）小中高
大連携の
推進

②高大社連
携キャリア
教育企画の
充実

高大社連携
キャリア教
育企画

高校生と大学生のキャリア発達を促
すことを目的として、テーマを設けて
高校生・大学生・社会人といった世代
間や学校間を越えて対話し交流する
「高大社フューチャーセッション」を実
施。

再掲：3-(3）-①事業名「高大社連携キャリア教
育企画」

再掲：3-(3）-①事業名「高大社連
携キャリア教育企画」

大学コン
ソーシアム
京都

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（5）小中高
大連携の
推進

③学校・幼
稚園におけ
る学生の活
躍の場の創
出

「学生ボラン
ティア」学校
サポート事
業

「大学のまち・京都」の特性を活かし、
大学との連携のもと、教職を目指す
学生を中心としたボランティアを学校・
幼稚園に派遣し、各教科やクラブ活
動の指導補助などの様々な支援を実
施。一人一人の子どもに対するきめ
細かな指導が充実し学校教育活動が
一層活性化するとともに、教職を目指
す学生の意欲・資質を高めることによ
り、将来の学校教育を担う教員の確
保と養成に貢献。

学生ボランティア協定締結大学等数
累計140校

引き続き、学校・幼稚園における学
生の活躍の場を創出していく。

京都市

柱5
大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（5）小中高
大連携の
推進

④産学公連
携による教
育システム
の研究と発
信

京都教育懇
話会

新たな次世代教育モデルの創造・構
築に関する研究を深め、先進的な取
組を京都から全国に発信するため、
産学公で構成された京都教育懇話会
の活動を推進。

京都教育懇話会例会（勉強会）の開催（6回） 京都教育懇話会例会（勉強会）の
開催（2～3回程度）

京都市
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（5）小中高
大連携の
推進

④産学公連
携による教
育システム
の研究と発
信

京都こども
モノづくり事
業

産学公連携のもと、「ものづくり都市・
京都」の特性を生かし、子どもたちが
モノづくりに関して学んだり、体験した
りする機会を創出・提供。

○「京都モノづくりの殿堂・工房学習」…138校
8,130名に対し実施
○「京都モノづくりの殿堂・工房学習」体験会…
110名に対し実施
○「京都モノづくりの殿堂」一般公開…延べ446
名が来館
○京少年少女モノづくり倶楽部…登録会員数
3,749名及び講座数129団体410件

○京都モノづくりの殿堂・工房学習
の実施
○「京都モノづくりの殿堂・工房学
習」体験会の実施
○「京都モノづくりの殿堂」一般公
開の実施
○京少年少女モノづくり倶楽部に
よる情報発信

京都市

5大学との
連携によ
る京都の
経済・文
化・地域
の活性化

（5）小中高
大連携の
推進

⑤京都学生
広報部への
高校生の参
画の促進

京都学生広
報部

中高生と直接交流するイベントを開催
するとともに、京都B＆Sプログラムへ
京都学生広報部の学生が参加し、修
学旅行生に対して、ウェブサイト「コト
カレ」等のＰＲを実施。

京都の大学、学生生活の魅力を知ってもらうイ
ベント「京都学生広報部presents 祇園花月大
学」を実施した。

引き続き、企画をとおして、京都学
生広報部と中高生が直接交流す
る機会を創出する。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

6国内外
への魅力
発信の強
化

（1）「大学
のまち京
都・学生の
まち京都」
の中高生・
保護者等
への魅力
発信

①修学旅行
生とその保
護者等を対
象としたPR

街全体が
キャンパス
学びの都
京都B＆Sプ
ログラム

全国から修学旅行で京都を訪れる中
高生に現役大学生が観光地や大学
キャンパスを一緒に街歩きし、京都の
街・大学の魅力を伝達。

京都への進学率の向上、将来の京都ファンの
獲得を目指し、「大学のまち」の特色を活かし
た体験学習プログラム「京都Ｂ&Ｓプログラム」
を、大学コンソーシアム京都と連携して実施し
た。

引き続き、学生ボランティアの確保
に取り組み、京都の大学への関心
を高め、京都の大学へ進学する学
生の獲得につなげる。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

6国内外
への魅力
発信の強
化

（1）「大学
のまち京
都・学生の
まち京都」
の中高生・
保護者等
への魅力
発信

①修学旅行
生とその保
護者等を対
象としたPR

京都学生広
報部

ウェブサイト「コトカレ」やＳＮＳ等を活
用し、全国の中高生を対象に、京都
の学生生活の魅力を発信する。ま
た、企業等とタイアップした企画や中
高生と直接交流するイベントを開催。

京都B＆Sプログラム等を通じて、修学旅行生
等を対象に京都の学生生活の魅力を発信し
た。

引き続き、ウェブサイト「コトカレ」や
ＳＮＳ等をとおして、修学旅行生に
対する京都の学生生活の魅力を
発信する。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

柱6
国内外へ
の魅力発
信の強化

（1）「大学
のまち京
都・学生の
まち京都」
の中高生・
保護者等
への魅力
発信

①修学旅行
生とその保
護者等を対
象としたPR

きょうと修学
旅行ナビの
運営

テーマ別モデルコースの紹介や、修
学旅行関連資料の提供など、京都へ
の修学旅行をサポートするウェブサイ
トを運営。

京都市内班別自主行動のコースづくり等の事
前学習の充実を図るため、きょうと修学旅行ナ
ビを運営した。
京都市の修学旅行公式ホームページ「きょうと
修学旅行ナビ」において、観光施設や体験施
設の情報とともに、新型コロナウイルス感染症
対策の特設ページの管理運営など京都の安
心・安全対策について積極的に情報を発信し
た。

京都市内班別自主行動のコース
づくり等の事前学習の充実を図る
ため、観光施設や体験施設の情報
とともに、修学旅行関連資料の掲
載や資料発送の申込受付を行う。

京都市

6国内外
への魅力
発信の強
化

（1）「大学
のまち京
都・学生の
まち京都」
の中高生・
保護者等
への魅力

②学生によ
る京都で学
ぶ魅力の発
信

京都学生広
報部

ウェブサイト「コトカレ」やＳＮＳ等を活
用し、全国の中高生を対象に、京都
の学生生活の魅力を発信する。ま
た、企業等とタイアップした企画や中
高生と直接交流するイベントを開催。

再掲：5-(5)-⑤事業名「京都学生広報部」 再掲：5-(5)-⑤事業名「京都学生
広報部」

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

6国内外
への魅力
発信の強
化

（1）「大学
のまち京
都・学生の
まち京都」
の中高生・
保護者等
への魅力
発信

③現役学生
の保護者や
卒業生、観
光客等、幅
広い層を対
象とした情
報発信

京都版スタ
ディ・ツーリ
ズム

京カレッジや各大学の公開講座等の
情報を、東京から幅広く発信すること
により、京都で学ぶことを目的とした
来訪を促進。

京カレッジの情報等について、大学コンソーシ
アム京都のウェブサイト等で発信した。

引き続き、ウェブサイト等を活用し
た発信を実施するとともに、東京か
らの情報発信についても模索して
いく。

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

6国内外
への魅力
発信の強
化

(2)留学生
誘致に向
けた「大学
のまち京
都・学生の
まち京都」
の魅力発
信

①留学生誘
致に向けた
「大学のま
ち京都・学
生のまち京
都」の魅力
発信

全国から京
都へ！　留
学生の戦略
的誘致事業

更なる留学生誘致をより戦略的に進
めていくため、関係機関と連携し、首
都圏の日本語学校で学ぶ留学生を主
な対象に、京都の大学等への進学を
促進することを目的とした、京都の大
学等説明会、留学生を対象とした京
都の学び体験ツアーや日本語学校の
教職員向け京都の学び体験ツアー等
誘致活動を実施。

再掲：2-(1）-①事業名「全国から京都へ！　留
学生の戦略的誘致事業」

再掲：2-(1）-①事業名「全国から
京都へ！　留学生の戦略的誘致
事業」

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

柱6
国内外へ
の魅力発
信の強化

(2)留学生
誘致に向
けた「大学
のまち京
都・学生の
まち京都」

①留学生誘
致に向けた
「大学のま
ち京都・学
生のまち京
都」の魅力

留学生ＰＲ
チーム

京都で学ぶ現役留学生で構成するＰ
Ｒチームを創設し、出身国等における
日本留学関連の情報収集、京都の留
学情報について現地向けに発信。

再掲：2-(1）-①事業名「留学生ＰＲチーム」 再掲：2-(1）-①事業名「留学生ＰＲ
チーム」

京都市
大学コン
ソーシアム
京都

柱6
国内外へ
の魅力発
信の強化

(2)留学生
誘致に向
けた「大学
のまち京
都・学生の
まち京都」
の魅力発
信

①留学生誘
致に向けた
「大学のま
ち京都・学
生のまち京
都」の魅力
発信

「京都PR学
生大使」制
度

京都ファンや京都への留学生数の増
加を目的として、「京都ＰＲ学生大使」
を任命し、日本人学生の海外留学へ
の関心を高めるとともに、留学先での
コミュニケーションの不安を軽減する
ことによる海外留学促進と、学生が留
学先などで京都の魅力を英語で的確
に発信。

再掲：2-(4）-①事業名「京都PR学生大使」制
度」

再掲：2-(4）-①事業名「京都PR学
生大使」制度」

京都市

柱6
国内外へ
の魅力発
信の強化

(3)大学・
市民向け
広報の充
実

①市民向け
広報の充実

大学・地域
連携ウェブ
サイトの開
設

大学地域連携ポータルサイト「がくま
ちステーション」において、「大学地域
連携創造・支援事業」（学まちコラボ
事業）や「学まち連携大学促進事
業」、各大学における独自の地域連
携の取組事例などを発信し、新たな
連携や取組の深化を促進。

再掲：3-(2）-③事業名「大学・地域連携ウェブ
サイトの開設」

再掲：3-(2）-③事業名「大学・地域
連携ウェブサイトの開設」

京都市
大学コン
ソーシアム
京都
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「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023」の進捗状況

大項目
（柱）

中項目
（推進施策）

小項目 事業名 事業概要 令和5年度進捗状況 令和6年度計画 実施主体

柱6
国内外へ
の魅力発
信の強化

(3)大学・
市民向け
広報の充
実

②「大学の
まち」「学生
のまち」の
更なるPR

シンボル
マークの策
定

「大学のまち」「学生のまち」の認知度
向上に向け、シンボルマークを策定
し、京都の魅力を発信。

- 方向性について検討を行う。 京都市
大学コン
ソーシアム
京都

6国内外
への魅力
発信の強
化

(3)大学・
市民向け
広報の充
実

③大学・学
生向け広報
の充実

学生向けア
プリKYO-
DENT（「大
学のまち京
都・学生の
まち京都」ア
プリ）の活用

京都でしか味わえない学生生活を実
現するための各種取組を、学生に直
接かつ確実に届ける「大学のまち京
都・学生のまち京都」アプリを活用し、
「京都学生広報部」や「輝く学生応援
プロジェクト」、「京都学生祭典」等の
取組に学生を引き込み、学生の主体
的活動を促進し、京都のまちの活性
化を推進。

再掲：1-(2）-④事業名「学生向けアプリKYO-
DENT（「大学のまち京都・学生のまち京都」ア
プリ）の活用」

再掲：1-(2）-④事業名「学生向け
アプリKYO-DENT（「大学のまち京
都・学生のまち京都」アプリ）の活
用」

京都市
大学コン
ソーシアム
京都
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